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• 

.. 
、：
 

.

.

.

.

.

 

.
 

-•
 

、

_
':
:::
..

「

_

_

^ :
國
_

,

疗
ぎ
_

1

經
濟
*塊

® .
:

^
^

.

の
言
語
^ :
以
て
行
は
れ
、
數
字
的
記
述
は
殆
ど
行
は
れ
な
、か
つ
た
。
，’數
字
ぢ
離
れ
て
統
計
’の
概
念
が
.
.成
立
し
な
い
と
す
れ
ば
、
國
勢
學

,

.

-•

-
-.-:
.

.
.
.

.

 

.

.

.

. 

- 

■ 

- 

. 

. 

.
.
.

 

• '  

. 

•  

. . 

<  

• 

一

は
實
質
的
に
は
今
日
の
統
計
學
を
队
て
律
し
得
ざ
る
も
の
で
、あ
ぶ
、

,S
ta

tis
tik

な
る
名
稱
以
，外
に
は
何
蹲
の
*
故
も
な
い
と
言
つ
‘て
よ

'
い
。
加
之
、
.そ
の
後
の
澆
み
-な
き
科
學
o
進
步
は
、
國
勢
と
い
.ふ
が
如
き
廣
汎
に
し
そ
漠
然
た
る
.現
象
を
ニ
栝
し
て
對
象
と
た
す
が
如 

、き
態
度
を
許
さ
t
る
に
至
り
、
幾
許
も
な
ぐ
そ
れ
-
^
-
の
分
野
を
獨
声
の
對
象
と
す
る
幾
多
の
科
學
に
分
裂
し
，て
、
母
體
た
る
國
勢
學 

そ
の
も
の
は
い
つ
，し
か
消
減
し
て
了
つ
'た
の
で
^

る
。
然
る
に
略
々
時
を
同
じ
ふ
し
て
英
國
に
酿
生
し
た
政
治
算
術
は
社
會
瑰
象
-
就 

中
人
口
現
象
に
大
最
觀
察
の
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
•斯
か
る
現
象
，の
裡
に
.潜
む
正
規
性
を
發
見
す
る
と
'と
を
獨
苗
の
-任
務 

と
し
、社
會
科
學
上
し
て
，の
、從
つ
て
實
體
擧
と
し
て
の
統
^
學
を
樹
立
す
る
_に
至
<>
た
0.
即
ち
嘗
て
國
勢
學
k
與
へ
ら
れ
たs

ta

M.s
tik

 

な
る
名
稱
は
>
つ
し
か
こ
の
政
治
箅
術
に
與
へ
ら
れ
る
こ
，と
に
な
ク
た
の
で
あ
る
。
爾
後
社
會
科
學
的
•關
心
の
高
ま
、る
に
從
つ
.て
、
從 

|
來
主
と
1
て
人
ロ
現
象
の
解
明
に
終
始
し
た
統
計
學
も
次
第
に
一
，般
社
#
藤
象
の
解
明
に
據
大
さ
■
れ
、
銃
許
學
の
社
會
.科
學
的
性
格
は 

■■
'

■
:
:-
.

B

段

扛

高

哩：

れ
龙
。.
.斯
炮
る
* '
_

の
：'霸
計
最
免
虫
張
す(

る̂

慕
^

把
捉
し
難
い
部
分
が
あ
り
、
從
つ
て
社
會
’生
活
：の
全
領
域
よ
り
こ
の
種
の
現
象
を
抽
出
し
來
つ
て
之
を
一
科
學
の
對
象
と
す
る
，こ
、と
が 

必
要
で
あ
り
適
當
で
あ
.る
と
い
ふ
.の
で
あ
る
。
W .
し
こ
の
說
に
對
し
.て
は
.、
國
勢
學
に
對
す
る
と
同
樣
の
，疑
問
が
据
出
さ
れ
る
。
と
の 

說
が
國
勢
學
的
統
Ht
l

•の
主
張
に
-i
t
較
し
て
一
應
の
极
據
あ
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
國
勢
學
に
於
て
は
.極
めy

多
種
多
樣
な
る 

ー
社
«
^

^
及

_

«

务

程

废

ぎ

で

〔

は

自

然

：現.*
^
取

が3 
■

ぬ■
办

_

が
ー
國
家
活
動
.
_
關

聯

を

.る

と

：
い

■

 
■

 

.

.

.

.

 

I

 

-

:
.

*
 

•

•

 

.

 

•

 

.

 

.

,

る

、一 .

科
學
の
對
象
上
さ
，爪
た
の
で
あ
る
.が
，、
素
々
國
家
活
動
な
る
も
の
は
そ
れ
自
體
の
本
質
も
範
圍
も
著
し
く
招
漠
と
し
' 
從
つ
て
國 

勢
學
の
木
質
も
範
圍
も
容
易
に
規
定
.し
得
な
.い
の
、で■

あ

る

。

然
る
に
政
治
箅
術
的
意
義
に
於
け
る
統
1

は

第

、一
，に
そ
の
範
闯
は
社
會 

現
象
に
.限
定
.さ
れ
、
第
一
一
、に
そ
の
方
^-
は
大
量
觀
察
な
る
獨
自
の
方
袪
に
よ
つ
て
統
.

j

き
れ
て
ゐ
.る
。
と
の
意
味
に
於
て
比
政
治
筑
術 

驻
霧
學
及
.び
.自
然
科
學
ゼ
統
計
學
で
の
闕
聯
を
諭
ず)  

、
 

': 

五

Q
I

六



.

社
霧
學
我
び
_
然
科
學
ず
練
針
學V

.

の'
'®聯
’を
，論
ず
', 

.

‘六

(

ニ
^o

 

•-

: 

は
國
勢
擧
贮
.比
し
’遙
’か
1
高
度
の
^ ;

學
性
を
具
有
す
る
こ
|
は
否
む
ぺ
ぐ
も
鬼
い
。
乍
併
第
一
に
は
科
，學
P
進
步
過
程
は
單
，に
科
象
が
' 

社
會
咖
だ
と
い
ふ
*
ま
だ
け
.が
ら
..是
等
を
一
.ヶ
の
II
P:
系
と
考
へ
る
が
如
き
.素
朴
な
構
想
を
い
つ
迄
^
許
容
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。

一
 

科
學
の
對
象
は
、
常
に
‘，1-ヶ
の
組
織
的
原
耻
に
1
つ
て
統
ー
さ
れ
て
ゐ
る
こ
上
を
必
要
と
す
る
0,
そ
し
て
科
學
の
锻
步
は(

r f
*
か
‘る
原 

迦
を
可
及
的
に
細
分
化
す
^
こ
，と
に
よ
^
て
.達
成
さ
'れ
る
。
、即
ち
社
會
事
象
が
一
樣
杧
社
會
原
理
な
る
も
め
に
よ
つ
.て
律
せ
ら
れ
る
と
' 

考
へ
う
る
な
ら
ば
ノ.T

1
ツ•ト
流
の
社
會
學
も
乃
至
は
上
記
の
.意
味
に
於
け
る
統
計
學
も
是
認
し
う
る
で
あ
ら
う
が
、
い
ま
社
會
事
象
の 

或
る
部
分
は
政
治
原
理
に
よ
つ
て
、
他
の
或
る
部
分
は
.經
濟
原
理
t
よ
へ
つ
て
と
い
ふ
が
如
く
、
種
々
な
る
原
理
に
.よ
つ
て
律
せ
ら
れ
る 

こ
と
を
容
認
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
各
部
分
を
故
治
學
、
經
濟
屠
等
々
の
分
卿
に
區
別
す
、る
^
と
が
出
来
、
、こ
れ
に
よ
つ
て
事
象
の 

統
こ
あ
る
^*
捉
と
說
明
.が
可
能
と
な
る
の
で
’あ
る
。
然
ら
ば
贬
治
算
術
的
統
計
學
は
自
づ
か
ら
幾
多
の
部
門
に
細
分
さ
る
べ
き
は
當
然 

で
あ
つ
て
.、
曾
て
阈
勢
學
的
統
B+
學
の
遭
遇
じ
た
自
己
崩
壊
は
こ
の
場
合
に
も

同
樣
に
し
て
行
は
れ
ざ
る
を
得
な
い
‘の
で
あ
る
。

.
第H

.

に
單
に
方
法
に
於
て
共
通
だ
と
い
ふ
理
由
か
ら
、
雑
#,
:な
.る

素

を
.

一

科
學
の.

對
象
と
な
す
と
と
：の
.不
合
理
な
る
：は
、
現
在
.の
：
 

^
£

F
i§
^-
か
ら
落
^

に
窺
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
數
學
的
方
法
を
援
用
す
る
と
v>
-
ふ
理
由
で
天
體
物
理
學
と
數
理
經
濟
學
'と
が
同
じ
科
學 

職
^
と
し
て
取
扱
は
ル
る
も
の
で
は
な
く
、
歷
史
的
方
法
を
使
用
す
る
と
い
ふ
理
山
で
經
濟
史
と」

般
史
と
が
統
合
さ
れ
る
も
の
で
は
. 

な
い
。
總
べ
て
斯
か
る
場
合
に
分
類
標
哗
は
對
象
-の
統
一
性
で
あ
つ
て
、
方
法
の
そ
，れ
で
は
な
い
。
私
'が
上
に
述
•ベ
た
組
織
的
原
理
と 

ば
舉
竞
對
象
の
統
一
性
に
歸
着
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
•ば
廣
汎
な
る
社
,#
事
象
の
う
ち
か
'ら
特
に
大
最
觀
察
に
適
當
な
る
、

X
は
大
董 

觀
察
を
必
要
，と
す
る
‘事

象

を

，漫

然

と

拉

し

來

つ

.て
、
と
れ
が
記
述
と
說
明
を
目
し
て
銃
計
摩
と
及
做
す
が
如
き
.は
到
底
是
認
す
る
を
#
:
:

■
な
い
。
人
‘ロ
現
象
の
ぅ
ち
の
統
BK
的
取
扱
び
に
適
當
せ
る
訊
分
は
依
然
と
し
で
人
口
學
の
對
象
た
る
べ
く
、
經
濟
m

象
に
し
て
統
針
的 

方
法
を
援
用
ず
べ
き
部
分
は
同
匕
く
依
然
と
し
て
經
濟
學
.の
對
象
た
る
ぺ
‘き
で
^

る
',
0

こ
の
見
地
ょ
り
す
れ
ば，
> 
統
計
學
の
獨
自
の
對 

象
た
る
べ
き
.具
體
的
^

象
は
金
く
無
い
こ
と
に
な
り
、
淺
る
は
単
に
大
貴
觀
察
を
戡
礎
と
す
る
歡
惟
形
態
、
即
ち
統
計
的
方
法s
•み
だ 

,

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。‘
こ
の
方
法
の
内
容
を
如
何
、に
規
记
す
る
か
は
別
と
し
て
、
兎
に
角
統
訃
學
を
以
て
實
體
學
の
範
疇
か
ら
形
式
學 

の
そ
れ
に
移
し
か
へ
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
見
地
か
ら
す
る
も
絕
對
に
必
耍
と
思
は
れ
.る
の
で
耖
つ
て
、
私
自
身
の
信
念
•は
こ
の
點
に 

於

て

は

動

描

し

た

こ

と

，は

な

い

？

そ

し

て

こ

の

見

解

を

，と

る
限
t

は
、
實
體
學
と
し
て
の
應
用
統
計
學
‘は
統
計
擧
と
-L
て
は
最
初
か
ら

. 

問
題
に
な
る
^

は
な
く
、
こ
れ
ら
は
旣
に
一
言
し
た
通
K

、
夫
，々
の
科
學
分
野
に
.歸
屬
す
べ
き
性
質
の
4

の
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。 

即
ち
漱
評
的
方
.法
に
ょ
つ
て
經
濟
事
象
を
說
明
せ
ん
と
す
る
知
識
餵
系
は
、
經
濟
統
計
學
で
は
な
く
て
統
計
的
經
濟
學
な
の
で
あ
る
。 

'
故
に
統
It
學
を
以
て
一
ヶ
の
方
法
學
と
解
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
應
用
故
1-
1
*
學
例
べ
•ば
經
濟
統
許
學
な
る
獨
自
の
科
學
を
承
認
す 

:

る

唯

一

の

合

理

，的

解

釋

は

、

こ

の

經

濟

統

計

學

を

も

亦

.
ヶ
の
方
法
學
と
見
倣
す
と
と
で
あ
る
。
即
ち
經
濟
統
Hi
*
學
は
こ
の
立
場
か
ら

,

.

す
れ
ば
經
濟
，的
集
圍
現
象
の
.把
捉
と
<
5
析
に
適
用
^

れ
る
統
’計

的

方

法

，の

組

織

的

體

系

で

あ

る

0

今

日

紘

計

學

を
.方

法

擧

と

見

倣

す
^' 

は

，
，
謂

はC
學
坭
の
大
勢
で
あ
る
か
ら•

縱
つ
て
經
濟
統
計
學
も
或
ひ
は
人
ロ
統
®

化
統
計
學
も
亦
大
部
分
の
場
合
こp

意
味 

に
解
せ
ら
れ
る
の
は
當
然
の
結
論
で
あ
る
.
0
,
そ
こ
：で
调
題
は(

一
〕

斯
か
る
社
會
事
象
の
把
观
と
分
析
は
何
故
に
統
計
的
方
法
を
必
要
と 

>

る
か
.、(

ニ)

.こ
れ
が
爲
に
現
に
如
何
な
る
方
法
が
用
ひ
ら
れ
て
.ゐ
る
か
、(

ブ
0
斯
が
る
方
法
は
架
し
'て
學
の
名
を
與
へ
ら
れ
る
程
度 

の
’
.羅
的
體
系
を
具
へ
て
ゐ
る
か
-

及
び(

四)

同
様
の
，
立

論

は

自

然

S

象
の
把
提
と
分
析
に
就
て
は
妥
當
し
な
い
か
ど
ぅ
.か
、
と

い

ふ

-

.

,

:
 

•

 

'  

I

 

'  

.
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，
約
#

科̂

及
ガ
自
舊
學
ゼ
‘棘
計
嗓
ミ
の
關
聯
を
論
ず
ン
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第
4

の
、
社
會
事
象
の
把
捉
と
分
析
は
何
故.

に
統
計
的
方
法
を

•
必
要
と
す
る
か
と.

い
ふ
問
題
は
、
恐
ら
く
は
改
め
セ
說
く
ま
で
も
な 

.
'い
と
と
で.

知
る
が
、
簡
單
に
言
へ
ば
か
ぅ
で.

あ
る
。
人
口

•

經
濟
•文
化
等
の
諸
現
象
の
極
め
て
大
な
る
部
分
が
數
量
的
性
格
を
帶
び
て 

ゐ
る

'
と
と
は
旣
に
自
明
の.

理
で
あ
る
。
そ

'
’の
或
る
も
の
例
へ
ば
人
口
數
、.

出
生
數
ノ
死
亡
、數

、
生
產
量
、
消

費
-#
.
の
如
き
は
直
接
に
數
一 

f t

と
し

•
て
與
へ
ら
れ
、
ま
た
或
る
も
の
例
へ
ば
智
熊
と
は
交
換
價
値
の
如
き
ー
兀
來
は
質
の
贫
象
も
、
そ
の
尠
加
ら
ざ
る
部
分
は
間
接
に 

同
じ
く
數
量
と
し
て
示
さ
れ
る
。
斯
く
現
象
が
數
量
的
性
格
を
帶
び
て
ゐ
る
以
上
は
、
吾
人
は
總
ベ
て
是
等
を
數
學
的
概
念
に
よ
つ
て 

律
す
る
ヒ
と
が
出
来
*

延
い
て
數
學
記
號

‘
に
よ
.つ
て
こ
れ
を
代
表
せ
し
め
ぅ
る
の
で
あ
る
。

1

华
間
の
出
坐
數
を
a

、•

死
亡
數
を
b

-h-
-

す
る
が
如
き

•

•

こ
の
一
例
で
あ
つ
て
、
こ
れ
か
ら
直
ち
に
斯
か
る
數
量
間
の
關
係
を
數
學
式
に
よ
つ
て
誘
翦
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
即

'  

^

 

.

.

:

ち
自
然
增
如
，は

C  .a
.I

2

、
：.；.出

坐.率

は

.
~
-
總

人

0
を
^
と
す
れ
ば
.

死
亡
率
は
+

に
ょ
っ
て
示
し
得
ょ
ぅ
。
人
口
現
象

,v.
f
 

送
-
^
.

',
'

!>
-■
'

..
v
f 

.V 

,
*
-
:

■
ノ

 
•- 

J
S
I 

- 

> 

—

 

r
r
v

.
y

s
\

を
總
べ
て
斯
か
る
觀
點
か
ら
取
扱
つ

.
た
^

の
が
所
謂
數
理
人
口
學
で
耖
つ
て
一
一
ッ
ブ
ス
の「

人
口
の
數
學
的
理
論」

(
G

.  

H
.  

W

I

T

 

T
h

e

 

m
a

th
e

m
a

tic
a

l  

th
e

o
ry

 

o
f  

p
o

p
u

la
tio

n

 

ン、
チ
ュ
ー
バ
ー
の

「

數
學
的
人
口 

學J

 

(

p

 

C
z

a
b

e
r-

M
a

th
e

m
a

ts
c

r:  ;
B

e
v

o:l
k

e
r

u
n

-

 

g
s

le
h

re
)、

ク
ナ
ッ
プ
の「

人
口
交
替
の
理
論」

(
G

.  

F
.  

K
n

a
p

p
lT

h
e

o
lie

 

d
e

s

 

B
e

v
5

1
k

e
ru

n
g

s
w

e
c

h
s

e
l〕

乃
至
は
ボ
ル
ト
ケ
ゥ
キ
ツ 

の「

平
均
壽
命」

(
L

.
‘

v
o

n

 

B
o

rtk
ie

w
its

c
h

-
D

ie

 

M
ittle

r
e

 

L
e

b
e

n
s

d
a

u
w

r)

の
如
き
、
こ
の
方
面
の
先
駆
的
箸
作
で
あ
る
。
同
樣
の
こ 

と
は
經
濟
學
に
就
て
も
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
數
理
經
濟
學
と
は
斯
か
る
體
系
を
意
味
す
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
存
在
理
由
と
效
果
に 

つ

い

て^'
、
例

へ

ば

ジ
JC

.ヴ
ォ
ン
ス
は
そ
の

T
h

e
o

ry

 

o
f  

P
o

l
i

t
i

c
a

l
- wc

o
n

o
m

y
,

の
序
文
に
於
て
述
べ
て
日
く「

命
は
久
し
く
、

經
濟
學
は
終
始
數
箭
を
取
扱
ふ
が
故
に
、
た
と
へ
言
葉
に
於
て
は
然
ら
ず
み
す
る
も
實
賢
的
に
は
一
ヶ
の
救：

學
的
科
學
た
ら
ざ
る
可
ら

.

ず
と
考
へ
て
來
た
。
余
は
効
用
、
價
値
、
勞
働
、
資
本

.等
に
關
す
る
正
確
な
る
數

»

的
概
，念
，に
现
達
せ
ん
と
努
力
し
、
そ
し
.て
余
は
最

-
:

 

%  
-

 -

(

. 
•
•
/■
'
 

•

.

.

_
 

■
」

,
,

4

困
難
激
涿
概
念
：の
議
名

.も
の
、
激

中

價

値
:#
名
；撮
羌
錯
雜
せ
'る
概
念
ー
が
：、
如
何
：に
明

1自
：に
數
學
的
解
析
去
表
現
と
を
許
：す
か
を
發
見
し 

て
厘
々
驚
か
さ
れ
た」

と
。
ま
た
ク
ー
ル
ノ
ー
も
そ
の
.r

富
の
理
論
の
數
學
的
原
理
に
關
す
る
研
究」

に
•於
て「

大
さ
の
阱
の
關
畠
が 

問
題
と
な
れ
る
場
合
に
';
,';'數
學
の
符
號
を
使
用
す
る

こ
と
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
o-
假
り
に
嚴
密
に
必
要
な
ら
ず
と
し
て
も
、
そ
れ
が 

請
考
の
或
る
人
々
ゆ
緣
遠
い
が
た
め
：に
>
.
又
そ
れ
が
時
ヒ
誤
づ
；て
鐵
用
せ
ら
れ

_る
が
た
め
に
>.と
：れ
.を
拒
ぎ
ふ
£
と
.は
> 
決
し
弋
合 

理
的
で
は
な
い
。
葦
し
こ
れ
は
問
題
の
敍
述
を
麥
晶
，に
し
、
こ
れ
を
一
曆
簡
潔
な
ら
し
め
、，
更
に
廣
き
發
展
ベ
の
道
を
開
き
、
又
漠
然 

た
る
討
論
の
邪
道
に
、人
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
十
と
言
っ
て
ゐ
る
0 

、
 

併
し
數
量
に
對
す
る
斯
か
る
取
扱
ひ
方
は
、
.そ
れ
だ
け
で
終
っ
た
の
で
は
極
め
て
效
艰
の
少
い
も
の
で
あ
る
.0
出
生
が
數
量
的
現
象 

な
る
こ
と
を
認
め
て
こ
れ
を
a
な
る
文
字
で
示
す
こ
と
は
、
一‘

面
に
於
て
は
極
め
て

一

般
的
な
表
現
方
法
た
る
長
所
を
有
す
る
が
、
他

ゾ-

.

-
毛-
-

 

.

.

、

.

-
 

.

 

'

 

.
■
i
.

 

-

 
-

 -

 

,

 
.

 

•

:

.

.

.

.

.

 -

面
に
於
て
は
全
く
抽
象
的
な
概
念
を
出
で
な
い
と
い
ふ
缺
陷
が
あ
る
。
正
確
な
知
識
と
は
具
體
的
な
知
識
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
數
學
的
-

記
號

t

以
て一

不
さ
れ
た

.抽
象
的
不
確
楚
的
な
數
« :

は
、
も
し
可
能
な
ら
ば
、
具
體
的
確
定
的
な
數
豐
、
即
ち
數
字
に
移
行
せ
ね
ば
な
ら

.
1
ベ：素
は
：力
身
见
ル
1 !
}
於
*
ふ

が

變：

：8

學
解
析
把
長
清
石
^

^

■  

'

\

.

:
T5
'

:m
_

§

g

«

現
し
;#
■

名
：翁
洚

e

關
腐
%•

見

出

：讓

爲

：

m

枣
汉
#

费の
：：

法

刺

見
出
，す
爲
に
も
、
用
ひ
ら
れ
る
'£

と
を
绅
っ
て
ゐ
る
。」

而
も
な
ほ
具
體
性
に
.

對
す
.

る
要
請
は
、單
に
實
踐
的
方
面
か
ら
ば
‘

か
り
で
な
く
、

. 

•

肿
脅
科
擧
及̂

自
然
科
學
€
紘計學の亂聯を酿ず、

 

九

' 

(

ニ七

1
)

、



,

社
會
科
學
欢
.

び
>

自
’

然
聲
式
淑
計
學
艿
の
晴
聯
兔
論
ず
‘ 

.

.

- 

一o
 

-V
.

孤
論
的
方
而
か
&'
も(

小
斷
に
提
出
さ
れ
て
、ゐ
る
の
で
あ
っ
七
、
、數
.'理
，經
濟
擦
が
次
第
に
訃
量
經
濟
學
の
形
態
を
採
り
0
ジ
あ
.：る
と
：ど
、 

ま
た
んね
學
に
於
て
;>
±
國
勢
調
森
そ
の
他
に
よ
つ
て
時
と
共
に
正
確
な
‘る
數
字
が
蒐
め
ら
れ
つ
、
あ
る
こ
と
.は
人
の
知
る

.
と
こ
：ろ
で
あ 

然
る
に
社
會
現
象
が
‘數
字
に
腐
化
さ
れ
た
と
き
’は
、
斯
か
る
數
字
は
必
然
統
計
の
形
態
を
採
.ら
ざ
る
-を
得
な
い
。
载
し
統
計
と
比 

大
量
現
象
の
職
字
的
表
現
で
.あ
^
が
、
社
會
現
象
と
い
ふ
、以
上
.は
、
個
別
現
象
で
.は
，な
く，

K

必
ず
大
最
現
象
た
ら
ざ
：る
を
得
な
^
か
ら 

で
あ
る
。
社
會
科
學
に
.於
け
る
數
字
の
斯
か
る
性
質
は
自
明
の
，理
で
あ
沪
な
が
ら
動
々
.む
す
れ
ば
閑
却
さ
れ
易
く
*
數
貴
的
經
濟
學
の 

H
し
い
迆
步
を
屢
々
妨
密
し
て
ゐ
る
。
•即
ち
數
學
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
經
濟
關
係
に
具
體
性
を
與
へ
ん
と
し
て
、
見
當
次
第
め
數
字 

的
资
料
を
代
人
し
て
以
て
足
れ
り
と
爲
す
が
如
き
は
*
恰
も
’僅
か一

人
又
は
數
'人
の
日
本
人
を
以
て
日
本
人
全
體
を
代
表
せ
し
：め
ん
と 

务
の
：

：

方
^
1
^
ぶ

'-
^
ゼ
_
ゅ
愈
»
の
«
應
ぶ
:-
'0:_要
;1
)
ガ
^
償
格
友 

な
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
、
何
れ
も
社
會
的
な
、
ノ
即
ち
大
數
的
な
數
値
を
指
し
て
ゐ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
V
な
い
.？
斯
か
る
數
fi
r
ば 

取
り
も
直
さ
ず
統
計
に
外
な
ら
な
い
。
上
記
の
計
量
經
濟
學
と
は
要
す
る
に
統
計
數
字
の
援
用
に
よ
っ
て
數
理
經
濟
學
に
具
體
性
.を
與
，
 

へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
た
と
へ
數
理
經
濟
學
と
無
關
聯
に
數
字
を
取
扱
ふ
場
合
■で
も
、
個
別
的
數
字
の
無
意
^

な
石
と
と 

は
經
濟
現
象
の
社
會
性
に
、照
し
て
明
か
で
|>
ら
ぅ

。

:
.ゝ

 

• 

•

:
.
:.>
.

§

馨

め

：取
;«

ふ
«
*
货

斯
.:
.

<

め
如
ぇ
不
確
萣
-*

か
本
確
货
* .
:

に
9

瑚
^

理
す
る
方
法
も
亦
自
ら
數
舉
的
方
法
か
ら
銃
計
的
方
法
に
移
行
す
‘

べ
き
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

. 

：

' ,

そ
こ
で
第
二
の
.提
問
、
即
ち
社
會
事
象
の
把
捉
と
解
明
、に
如
何
尨
る
銃
計
的
方
法
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
.か
を
一
考
せ
ね
ば
な
ら
ぬV

と

の
場
合
*

我
々
は
社
#

事
象
を
種
々
の
異
る
知
識
領
域
、に
分
別
し
て
考
へ
る
外
は
な
い
。.
藍
し
統
計
的
方
法
の
可
能
性
と
效
粜
と
は
對

.• 

.
 

.

.

.

.

.
 

•
、.  

.

.

.

. 

.

:
:象
ゎ
：馨

機

6
§
^
ぉ
程
度
^
應
亿
で
決
：響
办
多
が
:;
:>辦
敷
濃
最
性
蓉
種
^

る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
最
4
願
，著
な
數
景
性
を
示
す
も
の
を
擧
げ
れ
ば
、
'言
ふ
ま
で
^*
な
く
人
口
學
の
對
象
、即
ち
人
口
現
象
で
.あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
•
旣
に
述
べ
た
通
力
"
最
宙
の
統
訃
は
人
口
統
計
で
^ ;
り
、
初
期
の
統
HI
-

學
は一

-

國
勢
學
派
を
別
と
す
れ
ば一

•人
口 

統
計
學
で
あ
つ
た
琪
實
か
ら
容
易
に
窺
ひ
ぅ
る
で
あ
ら
ぅ
。
と
れ
は
單
に
人
口
の
重
要
性
に
基
く
ば
か
り
で
な
く
、
同
時
に
人
口
^;
る
ノ 

へ
立
め
蚨
棘
針
的
把
植
め
對
象

&
^
ズ
特
広
適
秦
愚
寒
に
棊
ゃ
の
で
あ
备
ち

1、

^

^
銃
計
調
査
ぼ
於
^
%
.

單
恍
と
調
查
事
項(

：檩
識)

は
«

•
も
明
瞭
に
規
定
さ
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
，が
、
こ
の
要
求
は
人
ロ
調
查
に
於
て
最
も
ょ
く
充
た
さ.
れ
る.
の
で
あ
る
。
卽
ち
そ
の
場
合
の
■
. 

-

單
位
は
個
々
の
自
然
人
で
あ
o >

•
て
、
こ
れ
に
っ
，

S

て
は
疑
問
の
餘
地
が
な
く
、ま
た
調
查
事
頊
は
，斯
か
る
單
位
の
も
っ
顯
著
な
る
特
質
、

,'
- 

.

. 

- 

.

. 

•

>

-

 

- 

■ 

* 

r 

- 

■
-
. 

-.

.

.

.
-

-

例
へ
ば
體
性
と
か
苹
齡
と
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
實
際
の
問
題
と
啟
る
の
ば
比
較
的
そ
.

$

數
も
少
く
且
っ
夫
々
に
っ
い
ズ
大
な
.る
疑 

問
の
起
，り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
斯
く
人
口
現
象
は
ぞ
れ
自
體
統
訐
化
が
容
易
で
-

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
國
家
政
策
め
耍
求
办
ら
、

ブ 

:

涵

％
ほ
國
勢
亂
纖
に
ギ
.

っ
ぜ
福
腠
人
0;)

が
.
':
;

'

響

'.

で
は
行
政
宇
續
_

靜
_

_

茳
^

 

. 

さ
れ
、
斯
く
て
人
口
紘
計
は
，
の
如
何
な
る
統
th

ょ
り
も
豐
富
正
確
に
提
供
さ
れ
て
ゐ
c

o

豐
甯
な
資
料
が
具
れ
ば
こ
れ
を
處
理
す
る

方

法

も

，
亦

_

>̂.-
促
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
‘
る
。
斯
く
て
調
査
の
方
面
で
は
阈
勢
調
嵛
や
各
種
の
間
接
調
获
に
關
す
.る
諸
方
法
が
發
達
し
、
處

■ 

. 

• 

.

理
の
方
面
で
は
例
，へ
ば
人
口
ピ
テ
ミ
，
ド
の
，作
成
、
そ
の
重
心
.

の
決
®

、
出
坐
率
•

死
亡
宇
增
加

f

•

等

，
に

關

す

る

-M

め

'.て

多

雛

多

様

な 

る
測
定
法
な
ぞ
が
箸
し
い
進
歩
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
。
即
ち
人
口
規
象
に
關
す
る
統
計
的
方
法
は
、.
銃
計
の
獲
得
及
び
解
析
の
兩
方
に-  

,

•

抑
命
科
學
及
.

び
自
_

擧
1£

紙
計
學w

の
關
聯
を
謫
ず 

一

一

0

ブ
七3-
■*



こ
，
,:
敗
脅
棘
球
及
：げ
肩
然
棘
樂
这
铼
訃
學

5

關
聯
を
詾
ず
-
 ̂

111  

0
1

七
叫)

、

於
て
、
啻
に
多
角
的
_に

盤

備

、レ
、
て
.辱
る
ば
か
り
で
.な
く
、
そ
れ
ら
ゆ
相
異
に
密
接
な
.る
關
聯
を
保
ち
、、、高
度
の
體
系
を
樺
成
し
て
ゐ
石
、
 

と
言
つ
て
よ
い
。
い
ま
或
る
分
野
に
於
け
名
統
計
的
方
法
の
體
系
を
_

用
統
針
學
と
稱
し
ぅ
る
と
す
れ
ば
、
如
上
の
理
由
に
よ
つ
て
人 

ロ
統
it
學
，の
#

在
は
^

^
是
認
せ
ら
る
ベ
.ぎ
も
の
で
あ
る
Q 

’ 

• 

- 

■

, 

然
ら
ば
同
じ
匕
と
が
所
謂
綠
濟
統
計
學
に
つ
い
て
も
當
嵌
ま
る

で
あ
‘ら
う
か
。
‘
經
濟
學
が
大
な
^
程
度
に
數
置
$:
.
問
題
と
す
る

こ

と
 

か
ち
、
■ i

方
で
は
數
理
經
濟
學
の
發
達
を
見
、
他
方
で
は
旣
.に
政
治
箅
術
以
來
統
計
的
方
欺
に
よ
る
經
濟
事
象
の
解
明
が
行
は
れ
來
つ 

た
；

0

と
、
そ
し
て
經
濟
學
の
具
體
化
把
對
‘す
る
要
求
か
ら
近
年
に
至
つ
て
は
後
者
が
特
に
蕃
し
い
進
步
を
遂
げ
た
こ
と
は
旣
に
述
べ
た 

通
り
で
'あ
る
。
併
し
こ
の
場
合
に
於
け
る
.統
計
的
方
法
は
果
し
て
人
口
に
關
す
る
ぞ
れ
の
如
き
體
系
を
示
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
素 

次
.の
—

法
_

_
顯
著
策
る
囊
ぬ
鍁
炉
窺
ぢ
る
$
感
ば
物
倩
指
數
辨
：
：_

^

法
は
、
何
れ
も
特
に
經
濟
領
域
に
つ
い
て
成
立
し
た
も
の
で
.、■何
人
も
經
濟
事
象
に
特
有
な
統
計
的
方
法
の
俘
在
す
る
を
否
宛
す
る
こ 

と
は
出
來
な
い
'9
併
し
こ
れ
ら
は
何
れ
も
極
め
て
部
分
的
な
る
方
法
た
る
に
止
ま
り
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
た
、と
こ
ろ
で
、
必
ず
し
も
體

系
あ
り
と
は
言
ひ
難
い
の
で
あ
る
。
搌
し
て
然
ら
ば
こ
れ
に
經
濟
統
計
學
な
る
名
稱
を
與
へ
る
こ
と
は
少
か
ら
ず
名
實
相
伴
は
ざ
る
憾

.

 

.

 

.
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y
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^
が
鉍
る
：と
貧
衝
ね
« :
な
ら
版
。.：
.:
&
啟
务
紅
：：は
<'
>:班

に

藝

銃

量

：と
：題
矛
る
赛
書
乃
至
講
蘼
が

^

統
計
學
即
ち
私
の
言
ふ
統
當
的
經
濟
學
に
非
ん
ば
、
經
濟
統
計
の
數
字
を
例
と
し
てj

般
の
，統
計
的
方
法
を
說
明
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な 

い
ご
と
に
よ
つ
て
議
し
ぅ
る
の
で
あ
る
。、勿
論
後
教
に
於
て
は
上
記
の
，揮
々
な
る
特
殊
方
法
は
相
當
の
地
位
を
與
へ
ら
れ
て
居
り
、 

と
の
點
に
於
て
、一

般
統
計
方
法
の
み
を
說
明
す
るr

統
計
學」

，と
は
異
る
も
の
が
.あ
る
。
故
に
も
しI

般
的
統
計
方
法
.と
特
殊
的
統
計

方
法
：电
が
適
廣
に
观
_

さ
.

れ
靶̂

の.
：は
：
、

.
:,

%

机

自

體

分

：：
言

他
に
立
，つ
經
濟
統
計
學
の
存
在
を
肯
定
し
う
る
わ
け
で
あ
ふ
。
惟
ふ
，に
4
科
氧
の
對
象
，が
、
他
の
.科
學
の
對
象
と
全
く
獨
立
し
て
そ
れ 

自
體
の
み
の
世
#
を
權
喷
し
て
.ゐ
る
も
の
.で
'な

,v
>
こ
i
は
零
ふ
ま
で
-̂
な
い
で
で
あ
y
う
。
例
へ
ば
，經
濟
學
の
.對
象
，は
同
時
に
他
の
諸 

嘶
離
の
對
象
で
も
あ
る
の
で
あ
ヴ
て
、
，先
験
的
に
他
と
獨
立
し
た
純
經
濟
學
的
現
象
と
稱
し
う
^
が
如
き
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
と
れ 

ら
を
.特
に
經
濟
學
の
對
象
と
な
し
う
る
の
は
、
こ
れ
を
經
濟
的
理
念
と
結
合
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
價
格
現
象
が
經
濟
學
の
對
象
と 

な
る
の
は
、
こ
れ
を
欲
改
1
*
足
の
'觀
點
か
ら
劳
察
す
る
か
ら
で
•あ
つ
て
、
も
し
诋
義
の
觀
點
か
、ら
考
察
す
れ
ば
倫
理
學
或
ひ
は
法
#
學 

の
默
象
と
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
の
行
論
は
方
法
學
に
於
て
も
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
即
%•
•
緻
濟
統
If
學
.の
内
容
が
、

一
般
統
計
乃
至 

ぼ
_
(0
福
庇
擊
學
_
諸

汸

法

れ

併

せ

窥

_

^

と
ー
は
毫

%;
;
盖
雾
へ
禪
海
ぃ
<0
'
_

に
展
有
な
ら
ざ
る
統
訐
的
方
法
亦
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
金
體
が
經
濟
學
的
理
念
に
ょ
つ
て
統I

さ
れ
體
系
化
さ
•れ

，
て

ゐ

れ

ば
、，

- 

こ
れ
に
經
濟
統
計
學
な
る
獨
立
的
地
位
を
與
へ
て
ょ
い
の
で
.あ
る
。

■

艺
の
意
味
.に
於
て
私
は
方
法
擧
と
し
て
<0
.經
濟
統
訂
學
の
可
能
性
を
決
.し
て
否
定
せ
ん
と
す
る
も
.の
で
ゆ
な
い
。
併
し
私
の
意
味
す 

名
も
の
は
可
能
性
で
あ
つ
て
、
決
レ
て
今
日
の
.所
謂
經
濟
統
計
學
が
で
の
可
能
性
を
實
現
し
て
ゐ
る
と
言
>
の
で
は
な
い
。
實
現
さ
れ 

て
ゐ
る
の
は
こ
の
可
能
的
な
經
濟
統
11
*
學
の
謂
は
':
'

I論
に
止
ま
り
•
全
體
を
貰
く
統一

性
は
殆
ど
缺
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
へ 

經
濟
現
象
は
人
'ロ
現
象
と
異
つ
て
、\統
訐
的
把
捉
の
蕋
本
た
る
，ベ
ま
紘
計
集
斲
が
極
め
て
瞹
昧
だ
か
ら
で
あ
る
。
入
ロ
統
計
に
於
て
は 

1

般
に
極
.め
，尤
明
瞭
，で
あ
つ
て
、

.、多
く
の
場
合
“
單
に
そ
の
範
圍
を
い
か
に
と
名
が
だ
げ
が
問
題
で
.あ
る
で
然
る
に
經
濟
統
計
に
於
て 

.舴
脅
科
學
及

：

び
，
自#
科
革
^
統
計
學

w

の
，關
聯
を
詭
ず
、
。

.
 

:

一

三

(

ニ
七
，-五〕



^
f
i
^
u
u
s
^
y
y&
t
i
.
h

_.
 

~
 

:..
 

-ŷ
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'

肽

會

怀

敏

^

ぴ

自

故

斯

擧

^

拔
計
學̂

の
鼷
驊
を
諱
ず
1 

で

四
.

.

2

七
六)

、

•

7*

，
，

•

丨〜

ペj  
/ 

\
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 ̂

' 
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/
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•
 

* 
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.
•
:
':

ば
队
へ
'ば
■

統
計
に
於
て
は
個
‘人
が
、
^
業
統
.計
に
於
て
ゆ
次
業
者
が
、
賃
銀
統
計
に
於
て
は
養
働
者
が
、
家
屋
統
訧
に
-於
て
は
家 

屋
が
、
^

@
統
評
に
於
.て
涂
1
要
商
品
か
と
い
ふ
が
如
く
、
殆
ど
無
限
に
多
様
汔
單
位
が
、そ
し
て
延
い
て
標
識
が
"
現
は
れ
て
來
る
o 

1

冒
に
し
て
言
へ
ば
、
無
限
に
多
®
多
様
な
統
it
集
團
が
設
定
さ
れ
ざ
，る
を
得
な
い
。
然
ら
ば
調
莶
の
方
法
も
解
析
の
方
法
も
自
ら
多 

種
多
樣
に
苴
ら
ざ
^ .
を
得
な
い
理
で
あ
る
。，
即
ち
經
濟
統
It
學
の
成
立
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
第
一
に
經
濟
統
計
集
圃
が
明
確
に
規
矩 

さ
れ
系
統
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
實
現
す
れ
ば
何
日
か
ば
調
査
及
び
解
析
.の
諸
方
法
が一 .

定
の
組
織
を
も
つ
に
至
•る
で
あ
ら
ぅ
。

■ 

A
J

の
と
と
は
よ
り
漠
然
た
，る
文
化
統
計
學
に
つ
い
て
も
當
嵌
ま
る
。

私
は
瑰
措
段
に
.於
け
る
經
濟
統
計
學
は
寧
ろ
統
訐
的
經
濟
學
と
し
て
、
即
ち
經
濟
學
の
一
部
P i
と

し

て

，

先
づ
盤
備
せ
ら
る
べ
き
必

-/.
.
.
.
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.

要
を
痛
感
し
て
ゐ
る
。
人
ロ
統
計
學
が
旣
に
是
認
せ
ら
る
べ
き
段
揩
に
達
し
て
ゐ
る
こ
と
は
上
に
述
べ
-た
と
こ
ろ
で
-あ
つ
>
^
經
濟
統

、v
-\
'
;'
:
'
,:
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.

計
學
も
亦
同
じ
く
こ
れ
に
倣
は
ん
こ
と
は
私
も
希
望
し
て
歇
ま
な
い
。
.併
し
人
口
.
に
關
し
て
は
一
方
に

人
口
統
I t

學
が
成
立
し
て
居
る

と
共
に
、
他
方
で
は
.所
謂
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

(
D
e
m

o
g
r
a
p
h
y
)
'

な
る
分
野
が
.高
度
の
發
達
を
遂
げ
來
つ
た
こ
と
は
忘
れ
.て
な
ら
ぬ
；

j

と
.

で
あ
る
0
デ
モ
，グ
ー
フ
フ
ィ
ー

と
は
統
訐
的
方
法
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
.人
ロ
现
象
を
解
.明
せ
ん
と
す
る
學
問
.で
あ
：つ
て
、
明
：か
に

人
ロ
學
'な
る
實
體
學
の一

部
を
成
し
、
强
い
-て
翻
！
！
，す
れ
ば

r,
銃
計
的
人
口
學」

と
も
稱
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
最
近
の
人
口
學
の
顯
紫
‘

な
る
發
達
は
こ
の
分
野
に
負
ふ
と
こ
ろ
が
最
も
多
い
。
然
ら
ば
同
様
の
こ
と
が
經
濟
學
の
分
蚪
に
も
現
は
れ
て
然
る
べ
含
で
あ
ら
ぅ

9 

、 

. 

•

即
■ち
吾
人
は
凡
ゆ
る
統
針
的
方
法
を
自
由
に
驅
使
じ
て
-1
:
的
經
濟
現
象
の
說
明
に
努
カ
す
べ
き
で
あ
つ
て
、：
こ
の
.こ
と
は
應
用
統
社
學 

と
し
て
の
經
濟
統
11
-

學
が
現
に
如
何
な
る
狀
態
に
莅
る
か
に
論
な
く
，
そ
れ
g
身
重
要
に
し
て
廣
汎
な
る
意
義
を
宿
す
'る
の
で
あ
る

。

合
理
で
あ
ら
.

う
.

。
こ
の
诩
郛
の
差
は
要
す
名
に
對
象
た
る
經
濟
量
が
不
確
定
量
纪
る
か
乃
至
は
確
宛
量
な
る
か
に
布
る
だ
け
で
あ
つ
て
、 

そ
れ
以
外
忙
は
何
等
の
装
本
的
相
違
は
認
む
る
を
得
な
い
。
故
に
人
口 
f

r

於
け
る
デ
モ
，グ
ラ
フ
ィ

I

に
匹
，敵
す
る
統
計
的
經
濟
學
を 

樹
立
し
て
數
學
'

的
經
濟
學
に
對
立
せ
じ
め
、
且
つ
こ
の
兩
者
を
餘
合
し
た
も
の
を
計
量
經
濟
學
2*

コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス

)

と

し

.

. 

f

數
氍
的
經
濟
學I  

,

、
.
 

I

統
計
的
經
濟
學」  
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.

の
形
式
を
#'

へ
る
な
ら
ば
、
論
理
的
•

に
も
形
式
的
に
も
一
貫
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
形
式
は
た
と
へ
•應
闬
統
計
學
と
し
て

.
■
. 

. 

-
.■
■■
.
.-■.•'

■

■
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の

經

濟

銃

針

學

を

否

定

し

た

と

こ

ろ

.
で

毫

も

妨

ぜ

ら

れ

る

も

の

で

社

な

い

_。
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•

:

爱
私
は
方
，&

の&

場
亦
.

ふ
社
瀹
將
學
顧
域
ぬ
於
け
け
を
_

用
銃
||
*

學
ー
の*

能

性

を

結

論

：し
：
た

':
<

>,

そ

し

て€

さ
れ
て
ゐ
る
程
度
は
各
分
野
.に
.於V

異
り
"
人
口
學
に
就
て
最
も
顯
著
で
"
經
濟
學
に
於
て
は
少
か
ら
ざ
る
遜
色
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。 

然
ら
§

濟
統
計
學
の
成
立
は
如
何
な
る
方
面
が
レ
期
待
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
，惟
ふ
に
旣
に
述
べ
た
通
り
、
經
濟
統
計
の
混
亂
は
對 

象
た
る
べ
き
經
濟
的
統
計
集
團
の
泡
亂
か
ら
超
る
當
然
の
_
結
で
あ
るo

こ
の
混
亂
が
是
正
さ
れ
ざ
る
限
り
、
經
濟
統
p t
の
體
系
化
は 

望
み
難
い
。
即
ち
人
口
調
査
論
把
該
當
す
る
經
濟
調
査
論
の
確
立
さ
れ
る
上

と
が
先
炎
要
#
と
言
つ
て
よ
か
ら
う
。
併
し
こ
れ
は
量
的 

經
濟
學
、
即
ち
數f

的
及
び
特
に
I

的
經
濟
學
の
I

か
ら
期
待
さ
れ
i

と
で
‘あ
る
。
蓋
し
人
口
と
異
つ
て
經
濟
に
於
け
る
單
位 

は
、■從
つ
て
集
圓
は
.：7&
:々
弟
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
特
に
ブ
釔
の
組
織
的
理
念
に
よ
つ
て
導
か
れ
方
る
限
り
\
こ
れ
に
1
定
の
秩
序
を
.
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舴
會
科
學
及
^
自
，外* .
學
??
統
計
^
ミ
の
關
聯
を
詾
ず
. 

一

六

o
一
七
八)

與
ベ
る
と
と
は

不
可
能
で
扣
る
が
‘、

斯
か
る
組
織
的
理
.念
讨一

•に
經
濟
學
的
考
察
.に
よ
つ
て
求
’め
ら
れ
る
外
は
な
い
か
ふ
.で
あ
る
。
い 

ま
統
訐

的
經
濟
學
が
盤
備
し

て
^ '
•何
な
名
方
面
が
統
B t
的
硏
究
に
货
も
適
當
な
る
か
^

明
示
さ
れ
人
ば
、
自
づ
か
ら
調
査
•の
重
點
は
明

確
と
な
り
，

延
い
て
組
織
化
さ
^
た
調
査
の
理
論
と
方
法
も
生
れ
て
來
る
で
あ
ら
う
。

Is
に
解
析
'方
法
の
方
面
に
於
て
は
、
經
濟
事
象
の
歷
史
的
性
格
か
ら
所
謂
時
系
列
に
關
す
る
部
分
が
中
心
と
な
つ
て
‘發
達
す
る
と
思 

は
れ
る
®.
-
こ
れ
は
旣
に
今
日
に
於
て
も
明
、か
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
、ろ
、

で
、

季
節
指
數
•
物
價
指
數
•
ラ
グ
測
定
の
如
き
何
れ
も
時
系
列
の 

問
題
で
あ
る
。
併
し
克
服
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
最
大
の
困
難
は
、
經
濟
事
象
の
相
關
性
よ
り
坐
ず
る
雜
問
題
で
•あ
ら
う
。
統
計
學
的
思
惟
と 

は
確
率
論
的
そ
れ
で
あ
つ
て
、
數
理
統
誠
は
總
ベ
て
斯
か
る
思
惟
を
議
と
す
る
。
然
る
に
確
‘率
論
は
事
象
の
相
§

立
性
を
前
提 

ど
し
て
展
開
さ
れ
> .
も
の
で
あ
る
か
ら
、
獨
U:
'
性
.の
存
在
.せ
ざ
る
或
ひ
は
微
弱
.な
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
確
率
論
を
そ
の
ま

、

で
適
用 

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
が
解
決
は
素
よ
り
容
易
で
は
な
.い
.が
、

併
し
統
計
理
論
の
”飛
躍
的
進
步
は
こ
の
點
に
つ
い

.

て
も
決
し 

て
吾
人
を
絶
望
せ
し
め
る
も
の
と
.は
考
ベ
ら
.れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
'い
て
は
別
の
檄
會
に
述
べ
る
で
あ
ら
う
。

.

.

.，パ

.
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、ご

'
.
.
;
.
.

)

'
: 

rt
會
枓
學
.の
.領
域
に
.於
け
る
應
用
統
計
學
■の
階
段
と
そ
れ
に
.對
す
る
希
望
の
輪
廓
は
略
.々

.
以

上

の
如
く
だ
と
し
て
、

次
-o
.問
題
は
同 

循
の
_
論
が
®
然
科
學
の
領
域
.に
於
て
も
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
最
初
に
一
言
し
た
通
り
、
今
日
鷓
用
統
^
學 

は
秕
會
領
域
に
の
み
成
立
す
る
か
の
如
く
考
へ
ら
れ
て
居
り
-,
,•例
へ
ば
氣
象
統
針
學
、
生
物
統
計
學
と
W
ふ
が
'如
き
自
然
領
域
に
關
す 

.

.る
懸
用
統
計
學
は
殆
ど
云
.々
さ
れ
て
ゐ
な
.い
。
.
'
併

し

後

に

述

べ

る

通
り
、

現
代
の
自
然
科
^

は
事
實
に
於
'て
著
し
v>
程
度
に
.統
11
及
び

 ̂

.)

粜

し

：孓

不

合

®!■
で

.

._は
货
^
か
>.い
ふ
疑
問
.が
.起
ら
'.ね
...
ば
^
も
.ぬ
ダ 

,
.■

.

ハ'

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
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*̂
來
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ヤ
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'̂
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;^
嫌
«
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^

^
て
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科
擧
.̂
^
|
^

名̂
:;
§:
得
'る
^
ち
过
-
-
-̂

ノ
需
ー
■

奪
^

^
:

の
，

全
^ ,
%

實
備
擧
お
- ^

^

の
論
闲
絲
計
變
人
ー
ロ
馨
學
バ
：

M
,

銃
計
备
等)

の
成
立
し
ぅ
：る
匕
と
を

'
 

〔

述.

へ̂

。
故
に
も
し
も

f
e

り
に
統
H I

學
を
以
て
一
ヶ
の.

&

然
科
學
と
規
定
す
る
人
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
彼
に
と
つ
て
は
®
然
現
象
の

人
は
未
た
曾
て
*|
/
'-
1
,0

學
を
斯
く
規
定
し
太
人
あ
.る
を
聞
か
な
い
し
、
ま

'̂
假
り
に
あ
‘つ
た
と
し
て
も
、
斯
か
る
意
味
の
銃
許
學
の
成
立
.

'
泳
麵
薄
■
*
^
自
.
.斑
_
の
ぅ
沐
:-
^
ら
、ぃ«
叱

集

職

_

_

と

^ :
ふ
.
.̂

學

の

躺

象

と

反

す

が

如

き

は

、

現

代

忙

於

け

る

科

學

分

化

の

要

請

如

ら

麗

許

容

意

べ

く

I

い

の

で

あ

，

る
o
.
そ

こ

で

問

題

は

實

體

. 

.
.
.
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.

つ
.て
そ
'.の
本
質
は
個
々
の
事
例
に
於
て
は
求
む
る
を
得
ず
、
常
に
大
量
觀
塵
の
結
果
の
ぅ
ち
に
し

か

窺
队
得
な
い
が
、
反
之
、自
然
事
象

:

鐵
濯
鑛
議
^

喔

:^
顏

翁

_
输
瀬
_
次

馨

_

_
と
集
：_
霞
ー
湛
；騰
_

_

极
_
的
差
異
ば
識
.め
.

』

れ

栽

?
> 

V 
■ 
.
.« .
^

^

^

及

^

^ 4

然
科
擧
？
親
計
學
メ
の
_
聯
を
論
ず
. 

. 

一
七

.

(

I

j
b

^ L)



，巧 テ 尸 ， ^ ;

學
及
ぴ
f i
然
科
學w

袜計關如を詾ず

,
 

一

八

C
li

尸
o)  

•
 

察
に
立
脚
す
'る
.統
針
的
ガ
法
は
良
然
科
學
の
領
域
に
於
て
叹
無
意
妹
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
素
よ
<り
自
然
事
象
が
人
'^
の
自
由
意
思
と 

無
斷
氣
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
の
‘で
あ
つ
て
1
こ
の
點
を
强
調
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
匕
の
ニ
つ
の
科
學
を
對
立
せ
し
め
る
こ 

と
は
容
场
で
あ
る
。
砰
し
統
W
的
方
法
の
適
不
適
を
現
象
ぬ
於
け
る
人
間
意
思
の
有
無
に
よ
つ
て
決
定
せ
ん
と
す
る
の
は
何
等
意
味
の•  

な
ぃ
こ
と
で
あ
る
。
統
計
的
方
法
於
是
認
さ
れ
る
•か
否
か
を
判
矩
す
る
唯J

の
標
準
は
、
對
象
た
る
經
驗
的
事
象
が
確
_
論
的
性
格
を 

帶
叹
.て
ゐ
る
か
否
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
名
。.
社
會
辦
象
は
;#
數
.人
問
の
自
由
意
思
の
集
積
で
あ
る
と
v>
ふ
意
，味
は
、
，そ
こ
に
は
確
定
性

• 

. 

*  .  

- 

.  

...  

» 

.

.

.

. 

• 

....  

A
 

-
-
-
-
- 

- 

.

原
理
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
て

、

從
つ
て
吾
人
は
緻
か
ト
確
率
論
的
に
し
か
そ

の
本
質
に
接
近
し
得
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

o
- 

そ

し

て

晋
人
は
經
驗
的
事

象

，

の
最
も
確
か
ら
し
い
値
は
、
觀
察
度
數
を
無
限
に
擴
大
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
求
め
得
ら
れ
る
こ

と

* 

.延
い
て
*
數
顏
を
装
本
と
す
る
統
計
的
か
法
の
み
が
‘唯
一
の
有
效
な
る
方
法
妾
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
，

.

，
故

•に

®

然

事

象

に

於

て

、

た

と

へ

そ

こ

に

人

間

の

自

由

意

思

な

る

要

廣

は

缺

如

す

る

と

し

て

も

"

も

し

社

會

事

象

に

於

け

る

が

如

き
 

不

P

定

性

原

理

の

作

兩

を

承

認

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

す

る

な

ら

ば

、

-
換

霄

す

れ

ぼ

因

縣

律

の

代

り

に

確

率

論

例

關

聯

を

承

認

せ

ね

ば

.な

ら

，
 

と

ず

る

€

^>
,ぼ

、
：
少

.ん

と

名

跋

計

學

的

^ /
地

か

^ -
^

欧

會

科

學

と

^

提

本

的

^

異

ー

は

消

滅

し

て

ー

ノ

暴

針

的

ホ

法

は

同

，

-

の
：資

齋

を

取

て
そ
の
按
用
を
要
求
し
ぅ
る
普
で
あ
る
。
然
る
に
周
知
の
如
ぐ
、
，今
日
の
物
理
學
璧
子
力
學
の
货
展
に
よ
つ
て
古
典
物
理
學
に
於
け

- 

1
 

.

.

.

. 

.

.

、

. 

* 

• 

.

.

.

る
困
雜
の
概
念
を
极
本
的
に
修
3E
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
間
の
消
息
に
關
し
て
原
種
行
氏
は
そ
の「

近
世
科
學
史」

•に
於
て
、
物
質
波 

の
本
質
を
始
め
て
閙
明
し
た
マ
ダ
ク
ス
*ボ
ア
ン(M

a
x  

B
o

m
)

の

業

續

、
を

記

し

^

^
で
次
の
如
く
言
つ
て
ゐ
る
。「

こ
-の
發
見
は
在
來 

の
自
然
認
識
に
一
大
變
革
を
雲

す

る
も
の
で
^
.'

l
。

な
ら
ぞ
れ
は
十
八
世
紀
以
來
科
學
的
認
識
の
恶
礎
的
前
提
で
あ
つ
た
カ
學

:的
決
定
論
を
全
面
的
!.
^
茶
定
す
>
0
も
^
で
あ
つ
灰
分
ら
0
瑚
ん
古
典
抓
»
把
^ :
:れ
ば
.'
或
^

H

ネ
ル
ギ
丨
が
與
へ
ら
れ
、
ば
、
そ
の
後
の
如
何
な
る
時
刻
の
狀
態
も
絕
對
的
に
決
.定
，せ
ら
れ
、
從
つ
て
‘正
確
に
豫
知
さ
れ
得
る
0
然 

る
に
量
子
力
學
に
ょ
れ
ば
，
例
.：へ
：ば
電
チ
の
' エ「

ネ
ル
：ギ
5

%:
れ
於
迕
時
甸
處
：に
あ
る
.か
.と

■ 

: 

. 

- 

- 

-

*
 

, 

、
- 

. 

. 

- 

.* • 

. 

. 

.

.

.

. 

V

.

い
ふ
こ
上
は
絕
對
的
に
は
決
定
さ
れ
得
ず
、
只
或
る
時
刻
‘に
は
或
る
位
置
に
在
る
'>
:
云
ふ
§
か
が
與
へ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
0',.
'
同

檨

な

、

.

.

.

.

.
•

 

.

.

. 

.

.

.

.

.
: 

. 

.

.

. 

... '•
+
•
'•
.
. 

.

.

.

. 

-

事

情

は

逆

に

時

問

と

廣

，と
が
確
定
し
て
ゐ
る
場
合
に

•も
妥
當
す
る
。
即
ち
例
へ
ば
電
子

-?
!

定
の
時
刻
に
於
て
一
定
の
位
置
に
办
る

.

.

.

. 

/

.
 

: 

- 

. 

- 

•

•連
が
分
つ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
こ
の
場
合
そ
の
電
干
の
有
，す
るH

ネ
ル
ギ
r
及
び
運
動
量
と
し
て
は
、
そ
の
採
る
可
き
確
率
的
數
It
が
與

へ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
關
係
を
端
的
：に
表
現
し
た
の
が
- »

夫
の
ハ
ィ
ゼ
ン
べ
ル
，ク
=
ボ
丨
ァ
の
爪
i

n

に
外
な

ら
な
い
o 

:

:所
で
素
：子
ヵ
學
の
提
起
せ
る
云
は
^
確
率
的
な
.必
.然
性
は
、
在
来
の
力
學
的
必
然
性
に
比
し
-
遙
か
に
迆
步
し
た
包
括

的
な
も
の
で
あ
.る
。
何
故
な
ら
確
库
な
る
も
の
は
、
ヵ
學
的
•
形
而
上
學
的
思
惟
方
法
の
信
奉
客
が
考
へ
る
如
ぐ
、偶
然
的
i

の
單
な

•^
■
積
ボ
は
：な
;̂
<
じ

寧

ろ

制

然

的.'
«
象
：蒙
積
わ
敏
位
.て

發

現

文

る

祖

節_,
形
態
.；：

或
'ひ
；
は|

?

ゲ
：
ル<0
用
語
^

^
借
り，

^

ば

丨

必

然
性
に
轉
化
し
た
偶
然
性
の
一
形
態
な
の.

で
あ
る
か
ら
。
從
.
つ

て

量

子

カ

學

が

科

學

に

賢
し
た
確
率

性
な
.
f

の
は
、
科

學
を
必
然
性I

般
か
ら
解
放
し
た
-の
で
は
な
ぐ
、
單
に
在
來
の
狹
隘
な
必
然
性
^
以
て
時
代
遲
れ
宣
言
し
た
に
止
る
の
で
あ
る

」

と
。
•

艰
し
て
然
ら
ば
斯
か
る
確
率
の
決
觉
こ
そ
自
然
科
學
の
窮
極
の
諫
題
，，で
あ
;1
)

、
こ
の
點
に
於
セ
社
#

科
學
と
金
'<
同
じ
地
位
に
置
如

_

_

_

_に
_
漆
奶
: ^

あ̂

^

ー
て
. *

領
_
警
科
學
_

_
中
經
繼
繁
比，
0

>
•
.
.
.
.
.
.
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.

.
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.
, 

.

.

.

. 

.

.

.

へ
.
.
'
.

て
I

f

考
へ
た
。
然
る
I

で
1

1

1

1

社
1

的
I

帶

讓

馨

あ

つ

'
 
曾
て
一
般
.

社
脅
科
學
ス
び
肖
然
称
學
せ
競
計
學w

の
關
聯
を
論

ず

' 

/ 

.

一

九

‘
0 .
1

八1
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卵
分
釙
墩
及
び.
1 :
1.
然
狄-
舉
ミ
統
讶
轵
ズ
の
、關
聯
を-^
ず

： 

.

.

:  

ニ
'0
‘
0
1

八
一
一〕

•

に
鸾
へ
.ら
れ
て
か
た
兩
者
( 0-

對
立
は
、
少
X

と
も
統
計
：

§

思
稚
の
•立
場
か
ら
は
、
.最
早
や
解
消
：し
去
つ
た
と
言
つ
ブ
.よ
い
で
あ
も
ぅ
。

.
'
.

- 

... 

: 

.

.

/•
:
. 

.
'
、.
.
:'
;•
', 

• 
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•
•
•
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-
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.
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.• 

• 

•• 

. 

- 

• 

, 

. 

•  

- 
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' 

. 

.

.. 

•
,

.

-

-

石
原
沌
氏
は
七
の
好
'著「

自
然
科
學
的
世
界
像」

に
於
て
量
子
力
^

の
、
延
い
て
物
理
學
ー
般
の
、
統
計
的
性
^

^
次
:0
如

べ

述

.ぺ

て

ゐ

る
。

.

'

'

.

.
•
、

.

：

• 

• 

‘ 

. 

- 

- 

•
.
•
- 

’ 

「

量
子
現
象
の
特
質
は
統
計
的
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
我
々
は
個
々
の
翦
象
を
因
果
的
.に
追
隨
す
る
こ
と
が
で
言
な
い
の
で
、
.僅
か 

に
そ
れ
ら
の
確
率
を
知
る
こ
- i
が
で
.き
る
だ
け
で
あ
る
。
我
々
の
認
_
は
こ
、
で
は
原
理
的
に
そ
れ
以
上
に
收
る
こ
と
が
で
き
な
い
9

. 

.

.
V 

圓.. 

, 

■

•
•.

国
、
.
.
.
. 

•
 

- 

• 

-■ 

: 

‘

認
識
に
關
す
る
か
や
ぅ
な
制
隈
の
极
本
は
恐
ら
く
そ
と
で
は
多
數
の
微
視
的
對
象
群
の
間
の
交
友
作
用
の
み
が
取
り
扱
は
れ
、
し
か
も 

.我
'々
.：：
の

用

ひ

名

觀

测

器

紙

^

^
等

め

對

象

群

め
_

_
か
^

^
1

^

^
,

撕

物

體

摩

じ

务

あ
.:1
)
^

^
'^
^

へ
ら
れ
る
。
镨
子
や
陽
子
や
中
性
や
光
子
な
ぞ
は
我
々
に
と
つ
て
は
す
べ
て
五
ひ
に
同
じ
顏
貌
を
し
た
數
種
の
民
族
の
や
ぅ
な
も
の
で 

あ
る
。
.：

そ
こ
で
唯
々
我
々
の
知
り
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
そ
れ
ら
の
間
9
統
計
的
な
結
见
だ
け
で
あ
名
と
运
ふ
こ
と
は
必
ず
し
も 

陸
し
む
に
足
ら
な
い
上
一
！

<
0
て
も
メ
い
で
あ
ら
.ぅ
0 
:
.v
確
率
は
猶
對
的
.必
然
を
云
ひ
表
は
す
も
の
で
は
な
い
け
机
ぶ
も
、
我
A
が
少 

.く
と
.も
n
常
の
.經
驗
に
於
て
こ
の
關
係
に
信
賴
し
得
る
ご
と
は
確
か
で
.あ
る
。
否
嚴
格
に
は
、
こ
れ
以
上
に
信
賴
す
べ
き
も
の
..を
我
 々

が
知
ら
な
い
の
で
あ
る
と
一K

つ
.た
方
が
•よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
か
、
て
こ
の
信
頼
に
於
て
我
W
の
因
艰
律
が
成
立
す
る
の
で
，あ
.る
。
つ 

■ま
り
こ
の
見
解
で
は
*
因
染
律
は
決
し
.て
絕
對
的
必
然
，性
••を
意
味f
る
の
で
は
な
く
て
、
或
る
確
.摩
論
的
艏
艰
へ
の
信
賴
を
あ
ら
は
し 

た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
と

.\
に
因
染
律
に
對
す
る
逋
汰
な
認
識
論
的
德
換
が
あ
る
こ
と
勿
論
.で
あ
る
。
：
：
©
然
は
す
べ
て
の
確
率 

の
上
に
成
立
す
る
。
我
々
は
之
等
の
確
率
の
間
の
關
係
'̂
し
.て
の
み
現
實
の
自
然
を
認
識
す
る
と
，ム

が

出

來

名

-S
六
七
.頁
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…

戏

々

逢

.ろ

因

果

的

法

則

% ;
或

-る

部

似

的

& -
裎

輿

ゆ

書

寶

_

ボ

：す

經

驗

的

备

翁

: ^
あ

^

ど

—

す

：を

方

奴

藏

讽

結
染
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
す
べ
て
統
計
的
な
現
象
-の
上
に
あ
ら
：̂
れ
、
從
つ
，て
.單
.に
.或
る
確
’敗
を
も
っ
て
の
み
成
り
立
っ
と
し
た 

と
こ
ろ
.で
:.
少
し
も
不
都
合
は
^
い(

{1|五
六
斑)」

'と
0 

. 

' 

:

,

斯
く
て
自
然
科
學
に
於
け
る
統
計
的
方
法
は
根
本
的
承
認
を
得
た
こ
と
に
I

P

てp
M

i

科
f

は
.旣 

ら
默
々
と
し
て
統
M
的
方
法
を
自
IH
に
驢
使
し
來
づ
た
の
で
あ
つ
て
、
寧
ろ
社
會
科
學
者
ょ
り
も
，と
，.の
點
で

.は
-遙
か
に
« '
し
；い
前
進
を
，

V  

. 

- 

- 

•
 

.
 

-

示
し
た
と
言
っ
て
.ょ
い
。
然
ち
ば
自
然
科
學
.の
各
領
域
に
如
何
な
る
統
計
的
方
法
が
拨
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
各
領
域

遺
憾
乍
ら
こ
の
提
問
に
#

し
て
は
、̂

然
科
m

的
知
識
に
乏
し
い
私
と
は
確
た
る
答
を
爲
し
難
い
事
情

.
に
あ
、る

.o

幸
'
ひ

に

し

て

風
：； 

代

獨

逸

の
有
數
な
斜

學

者

フ
ラ
ン
ッ
; <

ゥ
ル
敎
授
の「

自

然

科

學

に
於

け

る
統

I t
學

_

」
(

F
.  

B
a

u
r  

D
ie

 

s
.s

e
n

s
c

h
a

fte
n

.  

s
ta

.
tis

tik

 

in

 

D
e

u
ts

c
h

la
n

d
,

1

9

4

0

〕

’

は
比
較
的

.
僅
か
な
頁
の
中
に
能
ぐ
そ
の
輪
廊
を
描
い
亡
ゐ
ふ
0

.-
'.
こ
..い 

る
を
許
さ
れ
た
い
。 

.

：

• /
-

•
 

• 
•

.

r

最
近一

一
十
五
平
間
の
統
訐
の
發
禮
に
於
て
特
に
顯
著
尨
の
は
、
そ
れ
が
自
然
科
學
の
.全
頃
域
..に.も
適
用
さ
，れ
.る
に
.安
っ
.た
こ
と
で

• 

.
.

 

- 

: 

-

«
 

•.•
.
.

 

•.
 

.

.

. 

.
.

.

 

.  

.

.

. 

-

•
 

 ̂

'

I

O

そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
伯
統
計
，は
自
然
科
學
の
二
っ
の
部
分
的
領
域
即
ち
生
物
學
の一

部
と
し
て
の
生
髌
测
定
學
と
及
び
氣
象
學
ン 

と
に
適
用
さ
れ
.た
に
過
ぎ
尨
い
。
•併
し
自
然
科
學
•に
於
け
る
こ
.の
元
來
限
レ
れ
が
適
甩
f

す
.ち
、
統
計
學
の
硏
究
手
續
に
贵
m
な
貢
.

-
.
.
.-
r 

- 

- 

...  

...  

.....  

-;'
, 

■ 

- 

- 

- 

.

.

.-

. 

い
：..V

 

.....  

-

■

-
 

•
『

.

-

-

:
 

.-

.献
を
-な
し
.た
の
•'で
あ
：る
。
例
へ
ば
後
に
，經
濟
統
計
學
に
於
て
も
極
め
て
多
角
的
な
適
用
を
見
出
し
た
數
理
統
計
學
«/
1
枝
葉
即
ち
相
關

it 

... 

V 

: 

'

.

.

.

.

L-
 

J 

. 

- 

- 

:
.

i. 

- )  

■ 
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社
命
科
學
.及
び
自
然
林
學
統
計
#w

の‘馨

を

諭

ず

'

, 

M
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•

社
#
科
學
及
び
自
然
科
黾V

練
計
學W

の
靡
を
論
ず
ン
.
.

/ 

. 

S.  

.1 

• 

■
-.
 

- 

s

_
定
比
浼
物
學
の
提
阱
か
^
發
u
た
の
で
耖
る
。
‘ 

' 

.

-  

;

;

,
.哲
然
_科
學
的
觀
齋
方
法
の
本
質
か
ら
織
て
、-'所
亂
數
理
歡
計
學
な
る
銃
計
學
の
方
法
が
特
に
適
用
さ
れ
る
。
凡
ゆ
る
自
然
研
究
の
意 

赣
呔
、
自
然
に
於
て
吾
人
の
前
に
•現
は
れ
る
察
觀
的
事
態(s

a
c
b

v
e
rh

a
lto

を
最
も
正
，確
完
全
に
決
定
す
る
に
在
る
。
こ
れ
が
爲
に
は

-V

 

V 

■ 

:■
■- 

: 

- 

■ 

V 

:•
.

し
-

-
.

'
'

*

 

'
-■
.'
 

r :  ,  

,

.:■■
■■
■■

■-.'%.
..
. 

. 
•

广
•

へ

一
切
の
中
；觀
的
影
響
を
.除
去
す
る
必
要
が
あ
り
、
•延
い
て
現
象
と
そ
の
關
係
を
測
定
す
る
必
要
が
：あ
る
。
：故
に
自
然
研
究
者
も
’亦
彼
の 

視
野
夂
現
は
れ
る
統
計
集
團
と
そ
の
相
互
の
鼠
係
を
測
定
せ
ん
上
努
め
る
。
と
の
場
合
凡
ゆ
る
恣
意
を
除
去
す
る
，爲
に
は
、
.統
計
を
數 

學
的
に
取
扱
ふ
と
と
が
必
要
で
あ
る
’。、
併
し
良
然
研
究
者
は
更
矿
進
ん
で
、
諸
現
象
を
結
合
し
て
ゐ
る
法
則
を
把
捉
：せ
ん
上
欲
す
：る
。 

彼
は
そ
の
統
訐
集
_
の
分
布
及
び
關
聯
が
所
謂「

偶
然
機
權」

の
，類
ひ
で
あ
る
か
、
乃
至
は
そ
れ
か
ら
乖
離
し
て
ゐ
る
か
を
知
ら
ん
と
欲 

す
る
。
こ
の
提
問
は
數
理
統
計
學
を
確
率
論
的
に
栽
礎
づ
け
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
數
理
統
計
擧
を
*
率
論
に
編
•入
す
る
こ
.と
は
、
ニ
數 

學
的
確
率
を
ば
相
澍
的
频
度
の
極
限
値
と
定
義
す
る
と
と
に
上
つ
て
1 7

は
れ
る
。
確
齊
論
的
に
基
礎
づ
け
も
れ
數
學
的
に
加
エ
さ
れ
た 

へ
統
計
敷
が
自
然
研
究
者
め
：要
求
把
最
も
適
合

1>
;
龙
銃
計
學
抒
敎
る
。
そ

の

際

测

蹇

め

：鄯
箅
：が
數
：の
遊
紙
に
陷
る
匕
.と 

明
白
な
る
提
問
に
ょ
つ
て
，是
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。 

:
卽
然
科
學
讷
問
準
の
藪
學
的
統
計
的
處
理
は
根
本
的
に
異
：る

_

つ
^

訃
的
研
究
の
意
義
に
つ
い
‘て
屢
々
誤
謬
と
誤
解
に
導
い
て
行
つ
た
。

.

.

. 

.

■

.

肖
然
科
學
に
於
け
る
統
計
利
用
の一

形
態
は
純
理
論
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
ル
比
就
中
理
論
物
理
學
に
於
て
使
用
さ
れ
、
そ
れ
に
於 

て
は
物
理
紘
評
學
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。
.物
理
統
計
學
と
普
通
の
統
計
學
と
の
蕋
本
的
相
違
は
、
前
苕
に
あ
つ
て
は
統
計
集
團
の
1諸
'要
素

が
實
際
に
數
へ
ら
れ
な
‘い
で
、
そ
の
總
數C

例
へ
ばJ  

I

中
の
氣
體
の
分
子
.數〕

は
全
く
他
の
間
接
な
方
法
だ
推
谘
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と 

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ド
ら
普
通
の
統
計
學
と
は
金
く
別
の
提
問
と
方
法
と
が
生
れ
セ
來
る
ゲ
物
•理
競
I t
.學
の
所
與
は
S
視
的
觀
察
か
ら

結
論
さ
れ
た
平
均
値
又
比
總
和
値
と
、
終
結
確
奪
に
つ
い
て
物
理
的
經
驗
に
よ
つ
て
設
定
さ
れ
た
做
說
と
で
あ
る
。
提
問
は
、
と
：の
初
..

.

.

.

.

.

.

.
■
> 

-
 

/
 

■
 

-
 

.
 

.
 

.
 

.
•'
.
V.
 

.  

.
 

.

.

.

.

.

.

.
::

.

-

‘端
確
率
と
分
布
加
ら
新
た
な
る
確
率
と
新
た
な
る
分
布
を
誘
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
方
法
は
、
•公
算
の
四
つ
.の
茶
礎
操
作
と
_
限
値
原 

則
と
を
適
用
す
る
こ
と
で
あ
.る
。 

,

.

.
 

.;

.
 

: 

.
■■
:
ン

、.

....

.

パ.

■

.

.

 

.
'/
..
 
:

 

.
■
,
,

-
.
.
.

_
'
: 

.■■
:

終
，結
確
率
は
多
く
は
、
標
識
値
の
或
る
範
圍
を「

等
し
く
確
か
ら
し
い」

と
假
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
確
定
ぶ
れ
る
。
こ
の
假
定
は
屢

.

.

.

.

.

.
•!
'•
" 

- 

•
.ン

i 

.I'. '  
• 

• 

• 

• 

• 

• 

. 

.,••• 

•• 

.

，.
一
..：
 

. 

.
 
,
.
.
r
+
'
:
•

.

.

•

-

,

.

-

.
.

1
.

.
.

.

.

々
、
通
說
の
物
理
學
的
觀
念
に
よ
つ
て
設
定
さ
れ
る
、'
 

併
し
多
く
の
場
合
*
標
識
群
が
相
互
に
等
し
く
確
か
ら
.し
い
と
前
提
さ
る
べ
'き 

^
種

贫

能

性

が

殘

葙

：す

_

..
=-'衡
^:
,

ゐ
« .
-
_

_あ

：
つ

七#
人
.
異
.る
計
算
結
凍
^
到
達
：̂
る
9̂

み
か
否
か
か
ら
、
‘初
端
假
定
が
正
し
い
か
否
か
を
推
！

M

す
る
の
で
あ
•る
。
'例
へ
ば
一
氣
體
の
各
分
子
に
對
し
て
几
，ゆ
る
可
能
な
‘る
速
力 

値
が
等
し
く
確
か
ら
し
い
と
v>
ふ
素
々
自
明
と
さ
れ
た
假
诺
を
、
•速
鼠
値
分
布
に
關
す
る
他
の
假
觉
に
.よ
つ
て
置
換
へ
、
以
て
啻
に
平 

埒
溫
度
及
、び
高
溫
度
に
於
け
る
氣
體
愦
況
を
說
明
し
ぅ
る
の
み
な
ら
ず
、
絕
對
零
度〜

へ
の
1接
近
に
於
て
觀
察
さ
れ
る
罾
.罾
の
特
殊
溫
度 

の
低
下
を
明
か
な
ら
し
め
た
。
卽
t>
物
理
統
許
學
の
各
思
惟
列
序
の
初
端
，と
終
尾
は
經
驗
と
接
觸
し
て
ゐ
る
。
併
し
そ
の
本
質
的
阡
容 

を
鞲
成
す
る
も
•の
は
純
數
學
的
論
で
.あ
る
。

',
>

■

"
 

、
 

，
 

、

' 

■

匕
の
事
實
に
照
し
て
、
就
屯
ま
た
物
理
銃
it
學
に
於
て
は
實
際
の
!h
»
が
行
は
れ
な
い
と
い
ふ
と
.と
に
關
し
て
、「

こ
の
場
合
統
計
^
. 

を
沄
々
す
る
こ
と
が
艰
し
で
‘正
し
い
：か
ど
ぅ
か」

と
い
ふ
問
題
が
起
つ
て
淞
る
。
實
際
理
論
物
理
學
の
こ
の
部
門
を
摧
定
物
理
學 

一
抑
#.
科
學
及
び
自
然
科
學
式
哮
計
學
式
の
關
撒
を
論
ず
、
‘ 

'
 

” 

•

と
^

■
ハ
ニ
八
豇)
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瓧

會

科

學
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び
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然

科

學
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ミ
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關
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ず
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‘ 

こ.

(
s

t
o

c
'lt

is
c

h
e

 T
h

y
s

ik
)

と
呼
ん
，だ

‘
方
が
良
か
つ
た
か
も
知
•れ
な

い

P

併
し
奥
底
に
は
統
n

學
と
極
め
て
密
接
•な
關
黻
が
あ
る
の
で 

.

あ

つ

，て
、物
理
統
It
學
の
名
稱
も
亦
是
認
さ
れ
う
る
の
で
あ
ス
o
第i  

P阱
示
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と.

は
、

理
統
a t
學
が
取
扱
は
ね
ば 

な
ら
ぬ
諸
駆
素
の
| |
*

數
ゼ
不
可
能
な
ら
し
め
ズ
0

も
の
は
單
に
技
術
的
理
凼
の
み
だ
と
い
ふ
こ
と.

で
あ
る
0

原
則
的
に
は
小
な
る
部
分
は

J
 

--
 

1
 

*  

.
 

ノ

數
へ
‘

う
.る
、
少
く
と
も
數
6
う
る
ど
假
定
さ
：れ
る
ひ
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
も
或
る
標
識(

速
度
叉
は
.

K

ネ
ル
'ギ
ー
値
等
々)

が
與
へ 

:^
_
名
被
：■
"

_

れ
.

が
雇
£

「

線
新
德
圑
3

交
ば
集
浍
針
_

'|
:_

成
_

る
_

お
_

德

隊

ゆ

餘

地

：於

^

 

て
過 

去
の
確
资
論
的
物
理
學
ょ
.り
は
一
層
統
計
學
に
近
.い
も
の
と
敗
は
'
1
め
る
も
の
は
，、物
理
學
贮
對
す
る
全
<
新
た
な
'る
觀
察
法
で
あ
る
。
 

十
六
七
世
紀
の
コ
ぺ
ル
ニ
ク
ス
、
ガ
リ
レ
ォ
、
'ヶ
ブ
レ
ル
、.1
1_ュ
ー
ト
ン
-の
名
と
關
聯
せ
る
截
木
的
な
科
學
的
世
’界
像
の
改
选
.

に
も
比 

'枣
べ
き
：

4

の
%
理
嚴
0
_
命
；は
；過
去
1
_
^
間
^
發
％
し
；た
0
$

の
®
1
命
題
.ど
：い
ふ
物
理
學
土
最
.お
重
耍_
1
^
題
祀
鑛#
翁
的
：表

現

を

與
<<
た
と
ぎ4
^

對
す
る
皆
人
の
洞
察
の
不
完
金
さ
をI

一
小
す
も
の
i
老
へ
た
。
世
人
は
极
底
に
は
な
ほ
完
全
な
る
因
见
#•
が
存
在
す
る
も
の
と
信
じ
た
の 

で
あ
る
。
即
_ち
人
は
も
し
自
然
の
一
切
の
力
と
、
或
る
、時
點
に
於
け
，る
世
界
の
，

.狀仔細に識るな

b
ば
：、.將
來
の
ー'切
：の
出
來
事

.た.

.
'..  

..:
 

.

V 

' 

' 

. 

:

.
•
 
,• •
.
- ...V.  

.'̂
■.••'i>
-,\:+
 

'.
•.
 

'
••

-
 
/

'

■

-

を
、否
一
切
の
過
去
の
出
來
事
を
す
ら
計
箅
し
う
る
も
の
と
信
^
た
の
.で
あ
る
。併
し
近
代
物
理
學
は
初
源
的
自
然
法
則
す
ら
確
率
論
的 

表
現
の
構
造
を
有
す
る
こ
と
を
}

i

識
し
た
。
近
代
物
理
學
は
そ
れ
に
關
し
て
、
壓
倒
的
大
多
數
のs

例
に
於
け
る
充
分
頻
々
た
る
反
镆 

に
つ
い
て
の
研
究
が
如
何
な
る
經
過
を
迪
る
か
.の
み
を
問
題
と
•し
、
個
別
事
例
に
つ
い
て
は
何
ら
言
ふ
と
こ
ろ
が
な
，

S
。

と
、
に
統
訐 

學
と
の
類
似
が
あ
る
。
例
へ
ば
死
亡
統
I t

家
は
，個
々
の
人
々
.の
壽
命
‘.に
つ
い
て
は
た
る
言
を
爲
心
得
な
い
。
.彼
は
觀
察
さ
れ
た
個
々

の
人
々
と
同一

の
一
定
檫
識(

同
性
、
同
職
業
等〕

を
示
す
人
々
に
つ
い
て
一
定
年
齡
に
到
達
す
る
相
對
頻
度
を
確
定
し
ぅ
る
に
過
ぎ
な 

い

々

近

代

物

理

學

と

銃

薦

と

の

：

&
:
e

榥
本
的
覿
似
に
：聆

て

丨

衡

現

學

考

の

紙

囊

團

は

顧

被

及

ぴ

社

會

統

評

家

の

そ

^

 

.に
著
し
く
太
き
.い
.と
':い
4
事
愦
せ
變
ら
な
い
？
後
者
が
高
々
^

量(

例
へ
：ば
普
通
め
氣
藤
下
に
於
け
芩
ー

：
.cc
m
，の
氣
體

)

に
双
-̂
.
:控

臼
,§
篆

萬
^
ー：一
乘̂

達
.す
务
統
託
耍
素
を
：取
极
つ

.て
な
名
0
.m
s 

I

視
物
理
g

於
て
は1

方
で
は
極
め
て
高
い
、
他
方
で
i

め
て
俄
い
確
率
が
斑
爲
_

て
|

的

又

は

承

可
能」

を
意
味
す
る
こ
と
に
^
る
の
で
あ
る
。
併
し
襯
察
さ
れ
を
部
分
が
小
と
な
る
に
從
つ
て
>:
過
：程
は
豫
知
し
齡
.<
.
.な
る
々
.
と

の

認

.»•
 

•
,
-
.

■.、
.•.
.
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.
.
.
.
、
一
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.,.
.+
.
' 

.

.

•
.
.
'

.

識
は
最
も
深
い
意
義
を
帶
び
て
ゐ
る
。
蓋
し
そ
，れ
ば
.唯
物
論
的
機
械
論
的
世
界
像
に
對
し
て
終
符
を
與
へ
る
加
ら
で
.あ
る
。
：

.

':
-:

'.

.

,
; 

:
:
.
■■
'.■-,一..：‘.

■'•..'..
 

.

. 

\
 

. 

.'
 

.

.

.

 

一.
.：
- 

'

■
..
-
-

'

-

M ,
託
*
が
_&
然
科
學
忆
：適
用
基
れ
る
第
一

.1形
態
.は
；全
脊
異
る
も
ラ

 

ー
^
の
稹
類
で
あ
る
，
匕
<0
:形

態

は

經

濟

，
社
; #

.

銃
&

に
於
：5 

用
ひ
'ら
れ
て
ゐ
，る
形
態
5

致
す
る
“
所
謂
物
理
統
計
學
が
純
'理
論
的
科
學
た
る
に
對
し
、
第
二
形
態
の
内
容
を
藤
成
す
.る
も
の
は
經 

驗
で
あ
る
。

' 

' 

. 

.

■

■

統
計
學
の
と
の
形
態
に
對
し
て
自
然
い
科
學
に
於
て
現
は
れ
る
提
問
は
、_1

知
識
分
野
に
‘於
け
る
現
在
の
認
識
狀
態
か
ら
生
ず
る一

定
.

.

:
.

.  

• 

-
:
.•
•
 

.

.

. 

•
»

の
理
論
的
結
論
を
經
驗
に
、照
ム
て
證
明
し
、
自
然
，に
於
け
る
そ
の
實
現
の
程
度
と
種
類
と
を
測
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
方
法
は
、 

「

そ
：一
の
德
審
例
め
恣
意
的
錄
撵
を
で
、，：研
赞
著
_
視
野
杧
«
翁

：_

問
題
_
關

需

吝
^
^

決
定
し
そ
の
出
現
の
频
庇
を
數
へ
る
方
法
で
あ
る
。
標
識
は一

つ
又
ば
多
數
の
デ
ィ
メ
ン
ジ
，
ン
を
、も

ち

ぅ

る

。

研
究
に
於
で
如
何
な

■ 

• 

• 

......
 

.  >  

... .....  

• 

■
.
 

.

，る
標
識
.が
確
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
は
、
理
論
的
.に
.熟
，
考
さ
れ
た
提
問
，に
ょ
つ
，
て
決
嗖
る
こ
と
で
、
そ
の
解
答
は
經
驗
か
ら
求
め
ら
れ

.

,
 

》  

• 

社
脅
科
學
及
び
ft
-
然
科
墩
ミ
統
計
學w

の
關
聯
を
，餘
ず 

1
1,五
.

0
:
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一

I

し

、
し，
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フ
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:
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肚
脅
科
學
及
び
自
然
科
舉
^

統
計
學
ミ
の
關
縣
を
論
ず

.

■ 

、
 

'

5

ハ
.

0

1

八
八)

.
:
,
.
.
. 

.

V
:.、

ン.i-.-
-.'.-'5;|.
.
.'.
 

.
: .■. 

.
;
.
.
. 

.

-
-■.-:
:-
-:.
.
r
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.
-
-.
/
:
ソ'.

.
:
.
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-
-
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.
.
;
■
■
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■
■
■
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. 

.
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.

.

.

.

:

:

,

.

.

.

.る
の
で
あ
る

-0
‘
* 

. 

;
 

.

.
-
、：

理
論
的
提
問
は
種
々
樣
々
に
獲
得
さ
れ
う
る
'
'。
そ
れ
.は
.確
率
論
的
推
論
を
.通
じ
て
莪
礎
づ
け
ら
れ
、
所
輿
の
■分
布
の
う
ち
.に
成
立
す 

る
の
で
あ
ウ
て
、
‘と
0
分
布
は
經
驗
を
通
じ
會
際
の
訂
數
ゼ
通
じ
.て
吟
味
さ
.队
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
と
の
事
例
は
特
に
物
理
氧
に
現
は
れ
る 

の
で
あ
っ
て
•.
從
.っ
て
物
理
學
に
於
て
は
自
然
科
學
的
統
計
學
の
，第i

j

形
態
も
亦
適
用
さ
れ
.る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
例
と
し
て
放
射
線 

を
舉
げ
る
と
と
が
出
來
る
。
ラ
ジ
ゥ
ム
群
の
金
屬
の
崩
壞
は
周
知
の
如
く
そ
の
金
屬
が
電
子(

0
線)

と
へ
リ
ゥ
ん
核(

«
線)

を
.放 

出
す
る
た
め
：_に
起
る
:°
.
-
定
時
間
內
に
放
出「

さ
.れ
る
々
線
の
數
は
、
そ
の
各
々
‘が
硫
化
亜
鉛
板
の
上
に
衝
突
す
る
度
に
閃
光
を
發
す
る 

か
ら
-
叉
は
ガ
ィ
ゲ
ル
管
內
に
於
て
急
激
な
電
流
を
起
す
か
ら
、
容
易
に
數
へ
ら
れ
る
？
前
後
の
ニ
っ
の
閃
光
の
間
の
舭
間
は
全
く
異 

’
て
ゐ
る
。
故
に
相
繼
ぐ
短
時
間
に
放
出
さ
れ
る
«
線
の
數
も
亦
異
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
も
し
充
分
長$

觀
察
.を
行
っ
て
短
時
間
、
 

(

例
へ
ば
十
分一

秒)

内
に
放
出
さ
れ
る
“
線
の
平
均
數
を
確
定
し
う
る
な
ら
ば
、
こ
の
間
時
內
に
o
、
l (
、o

r、

3
:
、
：
：
の
«
線
が 

•放
出
さ
れ
る
公
箅
は
確
率
論
的
に
罄
き
出
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
理
論
的
分
布
が
求
め
ら
れ
.た
.な
ら
ば
、
次
に
は
こ
れ
と
、
數
へ
て 

得
ら
れ
た
各
十
分
ー
秒
間
の
9
、
1
、
2
、
3
:

:
の
閃
光
(0
相
對
的
出
現
頻
度
の
分
布
と
を
比
較
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
併
し
自
然
‘ 

研
究
者
ぬ
二
分
布
の
謂
は
^
圆
表
的
記
述
の
表
而
的
比
較
だ
け
で
は
滿
'足
し
な
，ぃ
6
で
あ
っ
て
、彼
は
數
學
的
拣
準
を
使
用
し
て
、
1

 

上
記
の
例
で
は
ピ
ァ
ソ
ン
の
ダ
テ
.ス
ト
が
最
も
a：
い_

，經
驗
的
分
布
が
ど
の
程
度
_に
理
論
的
分
布
に
當
嵌
ま
ク
て
.ゐ
る
か
を
測
定 

:し
^
同
1:巢
圆
對
象
和
ら
の
任
.意
：ぬ
^
然
的
：_

於
3
|
|的
分
«
加
ら
沙
<

^ '
-

も
1

60
.

•
傘
を
計
算
す
る
の
で
あ
る
。

'
.
 

• 

•'

:

併
1>
褪

問

呔

尤

部

、分

：
ゆ

翼

分

布

(0
ち
.に

减

韋

っ

の
“で
：
：
は
：
な

く

？

屢

々

)

藤
該
知
識
分—

(/
>:現
在
め
認
識
撕
態
ー
に
立
卿
す
：る

單

純

笟

.
 

考
察
か
ら
現
は
れ
て
來
る
。
そ
の
場
合
に
は
統
时
課
題
，ば
原
則
と
し
て
所
與
の
數
學
的
記
述
以
上
に
及
ぶ
。
個
々
に
於
て
は
課
題 

.は
勿
論
著
し
く
異
り

、

、從
っ
て
適
用
さ
れ
る
.統
量
的
方
法
も
亦
著
し
い
多
樣
性
を
示
す
の
で
あ
、る
9 

■

凰
學
K:
於
て
•は
例
へ
ば
屋
群(

太
隞
も
こ
れ
に
屬
す
る)

の
'形
狀
に
關
.す
る
問
題
队
現
.は
れ
る
o
,天
體
寫
眞
，に
個
々
に
看
取
さ
れ
る
，

. 

'  :  

, 

■ 

• 

• 

■

•
 

• 

-
- 

■ 

- .  

:

•

.
.
.
.
.

 

.

.. 

• 

•

.

_

(

總
ぺ
て
こ
の
星
群
'に
屬
す
る〕

恒
m

は
、.

へ
-ル
シ
ェ
ル
，の
假
定
し
た
ょ
ぅ
に
凡
妙
る
.方
向
に
乎
等
に
分
布
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
て
、
 

實
は
天
穹
の
一
度
域
に
っ
い
て
の
.そ
の
數
は
銀
河
の
平
面
，に
於
て
最
も
多
く
、
こ
X

か
ら
銀
河
系
の
兩
極
に
行
く
に
從Q

•て
減
少
、
し
て 

•
ゐ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
，と
か
ら
、
距
離
決
资
と
相
俟
っ
て
、
太
陽
系
の
星
群
は
略
々
楕
圓
形
を
な
.し
、
そ
の
主
平
面
は
銀
河
平 

茴
に
在
る
こ
と
が
判
る
。
即
ち
と
の
場
合
*
频
度
を
數
へ
る
こ
と
だ
け
で
も
提
問
の
满
決
に
役
立
っ
の
で
あ
る
。(

勿
論
屋
學
に
於
て
は
. 

遙
か
に
ー
’層
闽
難
な
’ー
孙
の
統
計
的
問
題
が
あ
る

〕

。.

.

ノ

 

:
:-
:
叙
候
學
に
於
セ
は
間
題
は
平
均
：.に
±
.

っ
て
氣
象
交
替
！

恒
常
的
大
卑

 

.

し
て
斯
か
る
平
均
値
で
終
始
し
た
.。
併
し
今
R
で
は一

地
域
•の
氣
候
を
充
分
に
如
る
た
め
.に
は
他
の
一
‘列
の
測
定
數
を
必
要
と
す
る
に 

;:
-至
.っ
た
。
，激
屯
統
計
的
&
不
さ
れ
灰
變
動
：の
の
.さ
、(

猶
タ 

列
文
.は
シ
.ャ
ル
リ
エ
の
^
系
列
に
ょ
る
氣
象
要
素
の
觀
察
の
記
述
は
認
識
を
深
め
る
に
役
立
っ
て
か
る
。

,

' !
.

.

.

.氣
候
學
が
元
來
ー
デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン
の
分
布
で
足
り
る
に
對
し
て
、
.氣
象
學
に
於
て
は
I

同
時
的
及
び
前
後
的
の
現
^

の
間
の
關 

.

係
令
硏
究
す
る
如
ら——

複
デ
ッ
メ
レ
ジ
”

ン
の
集
團
が
大
な
る
役
目
を
演
じ
で
ゐ
る
。
斯
か
る
關
係
の
統
計
的
記
述
は
相
關
々
係
の
. 

朴
脅
科
擧
及
び
自
然
科
學W

袜
訃

.
學
声
の
-
關

聯

を

論

ず
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數
宇
を
，通
じ
て
行
は
れ
る
。
こ
の
際
參
く
の
場
合
-
-種
A.な
關
係
種r

な
地
域
又
比
禪
々
な
時
に
得
ら
れ
た
數
列
に
つ
い
て
相
關
度
が 

-

計
算
さ
れ
る

o
„

氣
候
學
に
於
て
地
圖
れ
上
に
.例
へ
.ば
一
月
溫
度
の
同
長
年
の
平
均
値
の
線
と
れ
叉
は
年
降
雨
量
の
同
長
年
-の
平
均
値
の 

線
t
描
べA

JJE
様
に
、

に
於
て
は
坳
圖
.の
上
に
_
.
汊
湘
關
係
激
龙
ぞ
が
描
如
れ
る
。
.相
關
の
签
間
的
法
則
性
や
相
關
度
の
時
間 

的
の
断
#
の
法
則
的
變
化
を
觀
察
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
' 
研
究
者
は
數
列
电
に
現
は
れ
た
關
係
を
說
明
す
る
手
が
、
り
を
求
め
る
こ
と 

が
出
来
る
。
複
雜
な
氣
象
關
係
を
究
坰
す
る
に

は

ニ

つ以
上
の
變
數
間
の
相
關
々
係
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
結
合
す
ベ
身
變
數
は
-
出 

来
れ
ば
、
理
論
的(

力
學
及
び
熱
ヵ
學
的〕

に
得
ら
れ
た
微
分
方
程
式
に
服
し
て
選
擇
さ
れ
る
。
長
期
氣
象
豫
報
の
茶
礎
を
つ
ぐ
る
£
め
：
 

に
は
，
四
乃
至
六
.の
變
數
を
も
つ
多1
兀
相
關
が
有
効
で
ぁ
る
。 

'  

. 

•

•.
'■
:

.

ま
た
自
然
科
學
：の
他
の

'
領
埭
で
も
相
關
測
定
は
重
要
：な
酿
識
釔
齎
保
し

^

ラ
#

物
霖
で
は
相
關
度
は
植
物
叉
は
動
物
の
器
關

'.
の
間
^ :■

'.:, 

ニ
.

-
.
. 

- 

' 

.

-  

.

.

.

. 

'  .  

.

.

. 

- 

. 
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.,

關
係
や
又
は
遺
傳
の
法
則
牲
を
確
龙
し
た
^
論
用
冗
理
擧
で
は
種
ネ
な
を
ボ
能
ャ
例
べ
诚
數
寧
的
判
斷
カ
と
音
樂
的
聽
ヵ
と
の
乃
至
は

知
ガ
と
記
精
カ
と
の
關
係

.が

.決
定
ざ
れ
た
り
，
下
學
級
と
上
學
級
ぬ
於
け
る
_學
業
成
績
と
'の
關
係
>
_
^

*

關

係
. '
又
比
乇
俾
の
敎
育
可
能
度
ど
そ
-の

精

神

晰

素

質

ど
(0
:
齡

係

な€

が

研

薩

れ%:
'

.
-
y 

'

,
:/.
■
- 

-'
'- 

.-,

. 

- 

/ 

. 

,  

-.
 

. 

■
.〜

.

.

. 

:

然
る
に
地
球
物
理
學
、
氣
象
學
乃
至
.は
天
體
物
1!
學(

.こ
、
で
は
例
へ
ば
太
陽
黑
點
の
統
計
的
研
究
な
ぞ
が
必
要
で
ぁ
る 

>に
於
け
る
. 

太
部
分
の
ー
統
計
的
問
題
は
，
右

^
述
：べ
ぢ
諸
例
ゲ
ば
跃
本
的
.に
相
違
1>
で

_

。
：
つ
;
^
^
^
^
^
^
^
^
^
.

.
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.:;
*
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•
.
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.
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• '
.

坐
物
學
で
は
諸
要
素
の
秩
序
は
ど
：ぅ
で
.も
.ょ
い
統
訐
集
團
に
つ
い
て
關
勝
度
を
問
蹬
と
す
る
に
對
し
て
、
地
.球
物
：现
藥
^

*-•
 

. 

.

.•

. 

•■!«
 

. 

- 
.V 

. 

.

は

主

と

し

て

所

辋

時

系

列

、

即

ち

諸

要

素

の

秩

序

が

极

本

的

影

響

を

與

へ

る

系

列

を

取

极

は

ね

ば

な

ら

ぬ

0
.
例

へ

ぬ

生

物

學

で

贫

る

植

物
の
：標
本1

1

千
ヒ
<>
'
^
て
：花
_
の
樣
遠
長
花
«
の
«-
ざ
着
の
.相
關
；々(

係
^
馨
す

る
'が
、
£
ぐ
れ
は
事
實
雨
者
間
の
關
聯
度
を
'1
ボ
す 

る
ゝ
藎
し
各
對
植
は
他
め
：も
め
が
ら

&
:
:
:̂

ズ
ゐ
を
か

』

で
：赵
る
べ
然.令
に
相_
ぐ
|
序
 

一0
相
關
々
：條
を
計
算
す
れ
ば
、
こ

.ま
數
字
は
，
洛>':の
每
日
平
均..が
そ
'&
:

_,

を
■

■

觀

響

れ

寫

數

■

間
f

讓

す

湯

f

の
こ
の
關
聯
を
地
球
物
理
學
と
氣
象
學
で
は
恒
存
傾
向
ま
 ̂

h
d

iu
n

g
)

と
い
ひ
、
物
理
學
で
は
確
率
餘
波(w

a
b
rsc

h
e
in

lic
h
ke

itsn
a
c
h
w

ir̂
^
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.
:恒
.存
傾
向
.の
»
要
事
實
狨
種
>
な
る
統
哿
的
.問
題
を
提
起
し
て
ゐ
名
，
第
1
に
、
：恒
存
倾
向
を
_
定
す
名
た
め
に
測
定
數
：を
求
め
ね 

ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
例
へ
ば
氣
象
學
的
要
素
の
恒
存
傾
向
が一

年
を
通
じ
て
又
は
地
域
に
ょ
っ
て
、如
何
に
變
動
す
る
か
、
或
ひ

■ 

V 

.. 

' 

. 
•- 

t 
....
 

: 

»

は
わ
り
長
い
，期
划
内
に
他
の
諸
：現
象
と
：の
關
聯
に
丧
て
：如
：何
な
名
變
化
を
蒙
苓
か
を
诀
定
す
：る

存
倾
向
が
如
何
な
る
掛
度
に
他
の
統
計
的
測
定
數
に
影
響
を
與
へ
る
か
、
例
へ
ば
興
へ
ら
れ
た
恒
存
傾
向
の一

一
っ
の
現
象
系
列
の
間
の

.' .

.

.
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與
へ
ら
れ
た
相
關
係
數
は
、
和

.7
/
:
に
獨
立
せ
る
對
値
の
.如
何
な
る
相
關
係
數
に
等
し
い
か
を
計
键
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
三
に
ノ
恒
存
傾 

.:向
ば
他
の
點
免
'は
觥
規
則
^
る
來
相
衆
»

へ
：
：
尤

恭
_

^

^
茧
乾
^

—

ら
ぬ
。
#

驚
黑
點
め
相
賃
:«
:
:
の
：如
_

平
：姆
約
^ :
;1
業
帑
：次
部
_

_

天
^
苒 

—

集
日
乎
均
、敦
识
奪
|

平
：电
、：#

、：％

平
均
#

對
じ
.

て
：も
.

：班
^

^

る
を
得
な
い
。

；  

.

■ 

/

-  

•

、
 

.

襄

.律
M

斷
彌
fc
地
：菊

®

*

_̂;
M
P

輕

理

擧

办

卷

萼

疆

；̂

^
問

遛

；
の：.:"
-*;

ゐ
ゼ

，舴
命
科
摩
及
チ
启
然
利

^
ミ
統
計
學
^
の
腳
聯
を
‘諭

ず
. 

二
九
.

(
II

九
ご



批
會
科
擧
及
び
自
然
科
學
す
統
計
'擧
^
の
關
微
.を
输
ず
.
 

三
o 

(

ニ
九
二)

で
： 

周
期
-5
:
指
す
の
で
は
な
く
、
非
周
期
的
部
分
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
準
周
期
的
現
象
を
指
.し
て
か
.る
。
说
に
問
題
は
數
學
的
解
析
の
：問
題
で 

は
な
く
、
全
く
統
計
的
問
題
で
あ
る
。
近
代
の
周
期
硏
究
若
は
與
へ
ら
れ
た
觀
察
系
列
を
單
に
そ
の
調
和
波
動
に
分
解
す
る
だ
け
で
滿 

足
す
る
こ
と
な
く
、
多
數
のT

試
験
期」

に
，っ
い
て
振
幅
と
糠
相
を
計
算
し
、
觀
察
さ
れ
•た
^
大
の
も
の
が
，示
.す
と
こ
ろ
の
大
さ
の
振
幅 

が
觀
®

の
不
規
則
的
繼
起
に
於
て
す
ら
：現
は
れ
ぅ
る
確
率
を
決
定
す
る
。
彼
は
更
に
與
へ
ら
れ
た
觀
察
資
料
か
ら
長
^
の
振
幅
と
樣

.
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•• 
- 
• 

• 
• 
- 
• 

- 
' 
• 
- 

•• 
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相
^
の
關
係
> .
分
析
間
隔
の
狀
態
を
求
め
、
以
て
袋
さ
と
振
幅
が
.時
と
共
に
變
化
し
な
い
持
久
的
周
期
を
ば
準
持
久
的
周
期
及
び
純
偶 

.然

的

周

期

か

，
ら

區

別
：：

せ
.ん
と
す
る
。
' 1.::

周
期
の
様
相
'と
振
幅
は
相
合
し
^-H

ク
f
ル
と
し
て
添
さ
れ
る
9
併

し

自

然

；
に
^'
て

は

純

周

期 

よ
り
は
律
，動
が
問
題
と
な
る
か
ら
、
相
前
後
す
る
期
間
の
と
の
ヴ
I
ク
ト
ル
の
終
點
は
重
な
り
合
ふ
の
で
は
激
く
、
寧
ろ

一

ヶ
の
點
雲 

を
成
す
の
で
あ
っ
て
、
'そ
ル
擴
り
は
面
積
に
よ
っ
て
又
は
平
均
的
誤
差
楕
圓
の
大
小
の
軸
に
よ
づ
て
示
さ
れ
る
.0

期
的
部
分
に
關
す
る
數
學
的
批
判
と
測
定
數
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
。
次
で
結
艰
は
說
明
さ
れ
て
理
論
的
觀
念
に
組
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ

,
 

--•
 

..........
 

•
 

...

.

上
述
し
た
と
こ
ろ
を
約
言
す
れ
ば
、
自
然
科
學
的
統
計
寧
の
二
形
態
は
次
の
構
想
に
よ
つ
て
略
示
さ
れ
る
。 

,

,

第

一

形
勝
。
經
驗
丨
理
論—

經
驗
と
の
比
較 

，

ノ

’ 

’

-
 

.
 

....  

,
 

..... 

»
 

•  

.  

-
 

■
 

-
 

•
 

-
 

■
 

.
 

.

.

. 

-V

:
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第
一1

形
態
O

M

論

鐘

問
.

^

經

驗
.

經
驗
的
事
實
；の
洳
定
I

說
明
土
理

疏
計
的
思
惟
方
法
が
自
然
科
學
の
•全
域
を
貰
く
基
本
的
方
法
な
る
こ
と
，
及
び
各
領
域
に
就
て
旣
に
幾
多
の
特
殊
的
方
法
が
發
達
し 

來
っ
た
こ
と
は
、
以
上
に
よ
.つ
■て
明
か
で
-あ
る
。
併
し
.と
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
こ
れ
ら
領
域
に
於
け
.る
應
用
統
I t
學

'の
實
在
文
結
論
す 

る
こ
と
は
你
早
で
あ
ら
ぅ
。
バ
ゥ
ル
敎
授
の
言
明
す
る
通
り
、
自
然
科
學
的
統
計
學
は
所
謂
^
理
統
計
學
の
形
態
を
採
石
。
數
理
.統
計，
.
 

學
と
は
所
與
の
統
訐
的
資
料
に
故
學
的
解
析
を
施
す
こ
と
を
內
容
.と
す
る
*0
:

然
る
に
一
般
に
銃
計
的
力
法
と
比
單
に
解
析
の
方
法
の
み 

な
ら
ず
、
そQ

翼
た
る
べ
I

計
の
獲
得Q

方
法
を
4

念

、
る

。
：
：
■

事
象
に
零
は
後
f

所
1

1

1

と
.し
て
與
^ ̂

ら
れ
，
爾
後
に
於
け
る
解
析
論
と
相
俟
っ
て
一
體
を
爲
す
が
、
反
之
自
然
科
學
に
於
て
は
特
に
統
針
調
查
な
る
も
の
は
行
は
れ
ず
、
從

.

.

•

•

 
.

.

'

.
+
•
、

•

•.ハ.

'

ン

J.
 

-:.

っ
て
調
丧
論
を
缺
ぃ
て
ゐ
る
<D
t
で
あ
る
。
何
故
に
自
然
科
學
匕
於
て
は
統
計
調
査
が
行
は
れ
な
い
か
と
い
へ
ば
、一、

に
そ
こ
に
現
は
れ
；
 

る
統
計
集
圃6

性
質
に
よ
■る
の
で
あ
る
。
.統
計
調
査
と
.は
元
來
與
へ
.ら
^

た
統
計
集
園
に
っ
き
そ
の
全
單
位
を
數
べ
上
げ
る
こ
.と
で
» 

こ
れ
に
よ
つ
て
單
に
集
團
の
_
造
の
み
.な
ら
ず
、
そ
"の
大
さ
も
決
定
し
ぅ
る
の
で
あ
る
'0
言
ふ
ま
で
も
な
く
社
會
事
象
に
つ
い
て
も
こ 

の
意
味
の
調
莶
は
必
ず
し
も
常
に
行
は
れ
る
も
の
で
は
散
い
。
僅
か
數
千
の
.世
帶
に
っ
い
て
の
家
計
調
杏
に
よ
っ
て
全
世
帶
の
家
計
散
.
 

態
を
推
す
が
如
き
所
謂
部
分
調
夜
ば
牧
舉
，に
遑
が
な
い
。
併
し
こ
れ
は
悉
皆
調
雀
が
絕
對
に
不
可
能
な
る
が
爲
で
は
.な
く
、
單
に
便
宜 

上
の
問
題
で
あ
っK
、

本
質
的
■に
は
所
謂
有
限
母
域
を
構
成
し
.て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
自
然
科
學
に
於
け
る
統
訐
集
團
は
•
上
記

の
バ
ゥ
i

l

l

、
常
i

_

、
暴

確

I

本
質
的
1

1

1

.

。
I

I

Q

方
法
I

的
に
部
分
調
丧
で
あ
つ
て
、
而
も
と
れ
は
所
謂
統
計
，_調
査
の
形
式
で
は
な
乂〕

般
に
觀
測
又
は
測
定
等

.
の
形
式
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。， 

斯
く
統
訐
調
莶
法
を
缺
く
と
す

•れ
ば
、
自
然
科
學
領
域
に
於
け
る

"

應
用
統
計
學
の
成
.立
の
可
能
性
は
多
分
に
疑
問
と
赁
ば
ざ
る
を
得
な 

_
:

盹
會
科
學
及
び
自
然
科
學
T?
p

計
舉w

の
關
聯
を
論
ず 

三1
(

一r

九
三)
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社
會
科
m

及
び
自

科
學
さ
統
m

學
X?

の
關
m

を
諭
ず

0
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九
四)

V
O
應
用
統
計
學
が
一
般
に
社
會
科
學
領
域
に
.つ
い
弋
の
’み
一K

々
4
れ
る
恐
ら
く
最
大
.の
理
由
は
こ
、
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

••
而
も
な
ほ
私
は
如
上
の
缺
陷
を
救
ふ
途
が
な
い
七
は
考
.へ
な
い
'。
そ
れ
は
■統
計
調
査
な
る
'も
の
、
本
貧
を
悉
皆
調
茶
；

h

り
は
寧
ろ
部

.分
調
茶
に
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
統
計
集
»
は
本
質
的
に
は
無
限
大
-の
母
域
と
考
へ
る
こ
と
で
あ
.る
。
實
際
の
人
口
調
资
ン

.
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に
於
て
拟
集
園
は
例
へ
ば
昭
和
十
五
务
十
月
一
日
午
前
零
時
の
0
本
人
ロ
で
あ
る
。；
併
し
こ
の
人
ロ
は
過
去
.
現
在
*將
來
の
日
本
人
1;
._

•  

.- 

... 

. 

:

.... 

•  

-

.め
總
和
の
一
小
部
分
で
あ
り
、
か
X
る
總
郝
は
素
ょ
り
一
ヶp

無
限
大
で
あ
る
。
總V

て
吾
人
が
經
驗
的
に
取
扱
ふ
時
間
と
空
間
は
有
' . 

限
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
‘併
し
時
間
と
空
間
は
冗
，々

無
限
的
な
も
の
で

}
る
。
然
ら
ば
統
計
集
團
の
有
限
性
は
舉
竟
は
便
宜
的
指
置
.と
. 

認
め
得
な
い
で
あ
‘ら
う
加
。
も
し
匕
の
見
解
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
第一

に
悉
皆
調
査
は
寧
ろ
例
外
的
事
例
た
る
に
止
ま
り
、
.統
計
調
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夜
法
の
原
則
は
部
分
調
丧
法
に
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
、
第
二
に
、
自
然
科
學
.に
於
け
る
觀
測
又
は
測
定
の
如
き
も
の
も
明
か
に
部.  

分
調
夜
で
あ
り
延
い
て
統
Bt
調
赉
た
り
う
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
.現
に
各
領
域
、に
つ
い
て
特
殊
の
觀
测
法
乃
至
測
せ
双
が
與 

<

ら
れ
て
ゐ
る
以
上
、
と
れ
ら
を
夫
々
の
銃
計
的
解
析
法
と
結
合
す
れ
ば
、

I

:そ
し
て
解
析
法
に
關
し
て
は
對
象
の
各
部
分
の
も
つ
.
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大
な
る
獨
立
性
に
ょ
つ
て
社
會
顏
域
に
於
：け
：る
：ょ

.り
も
遙
加
に
理
論
的
な
方
法
が
可
能
で
あ
：る
！

體
系
的
銃
計
友
法
の
成
立
し
う
る 

匕
と
、
即
ち
天
文
統
m-
學
减
ひ
は
生
物
統
訃
舉
の
如
'き
應
用
統
計
學
の
成
立
し
う
，る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
：

'
唯
だ
現
在
の
と
こ
■ろ
、：1:

方
で
ば
各
領
域
に
^
け
ふ
_
折
法
が
必
^
し
も
簖
備
し
ズ
居

定
は
統
計
調
沲
と
し
て
は
解
釋
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
斯
く
て
私
は
現
在
の
斯
か
名
知
識
分
f

未
だ
應
用
統
計
學
■と
し
て
：の
.資

格

は

缺

い

：
 

て
ゐ
る
と
斷
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
;0
,但
し
銃
計
的
方
法
が
例
人
ば
銃
計
的
天
文
學
、
統
計
的
生
物
學
の
如
き
形
態
に
於
て
自
然
科
學
の
各'

V!

種
領
域
に
偉
力
を
發
揮
し
つ
、
あ
る
こ
と
は
否
む
べ
く
も
な
く
、
こ
‘の
點
に
於
.て
は
前
述
ム
た
統
計
的
經
濟
學
、
統
計
的
人
口
學
等
と 

何
等
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
る
o .
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人
斯
又
て
冑
頭
杧
损
げ
汔
私
の
裱
問
亡
對
し̂

私

の

锋

パ

^

次

吟

.

は：
尨
故
亡
應
用
統
計

8

^

笼
法
擧
の
.

範
疇
去
し
ズ
理
解
さ
れ
购
犹
な
ら
ぬ
0

^

し
で
斯
扒
る
薏
_

域
贮
於
て
成
立
す
る
可
能
性
は
承
認
さ
れ
て
ょ
い
。(
一
1〕

應
用
統
計
學
が
恰
も
社
會
科
學
の
領
域
に
の
み
成
立
す
る
か
の
■如

き

考

.
へ
方 

は
、
自
然
科
學
の
现
段
階
か
‘ら
は
全
く
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
ニ
つ
の
•領
域
は
共
に
不
確
定
性
原
理
.に
ょ
つ
.
て
律
せ
ら
れ
る
世 

•见
で
あ
つ
て•

統
計
學
的
見
地
か
ら
は
特
に
區
別
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。(

三)

併
し
現
に
應
.用
統
計
學
の
名
稱
を
冠
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
も
の
.は
、
ノ
人
ロ
統
計
褀
を
別
と
す
れ
ば
、
_何
れ
も
體
系
と
.し
•て
極
め
.て
不
備
で
あ
る
。
特
に
自
然
科
學
領
域
に
つ
い
て
は
統
計
調
褒 

の
概
念
を
賴
充
し
•な
い
限
りE

■，系
化
は
一
層
困
難
で
あ
る
。(

四)

應
用
統
計
學
の
盤
備
を
俟
た
ず
と
も
*
凡
ゆ
る
實
質
科
學
は
統
計
的 

/'
，方
法
を
遞
弗
^
ね
ば
な
货
が
-^
併
し
で
水
咏
未
次
の
ー
實
質
科
學
に
屬
し

：:̂
.̂
^
^
 ̂

-

. 

■

.

(

昭
和
十
六
年
二
月
稿)


